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この報告書は、日本自転車振興会からの競輪収益の一部

である機械工業振興資金の補助を受けて平成元年度に実

施 した 「情報処理の応用に関す る調査研究」の成果をとり

まとめた ものであります。
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は じ め に

情報化社会の進展に伴 う情報基盤の格差是正が叫ばれて久 しく、地域においても、情報利用のため

の環境整備の要請が高まり、各所 において情報化の促進がなされている。

当協会においても昭和54年度から昭和58年 度の5ヶ 年にわたり、地域情報拠点の育成事業を実施 し、

地域データの整備、ク リア リング機能の形成、データ交換利用を中心に地域情報化の基盤整備を推進

してきた。また、昭和59年 度から昭和61年度の3ヶ 年においても、地域内オンライン・ネ ットワークに

よる情報流通システムに関する調査研究事業を行い、地域活性化と情報の有効利用を目的に、地域内

の情報流通 システムのビジョン作成を行った。

この間において も、情報処理技術、通信技術の発達は著 しく、データベースの構築やサービス化の

動向、データ通信技術の向上、ニューメディアに代表される手段の多様化、法制度問題の審議等、情

報流通のための諸条件が整 ってきている。また、地域において も産業、社会、生活のあらゆる分野で

情報化が急速に進展 してきている。 しかしながら、多種多様な情報を組み合せて利用する等の地域ニー

ズに対 して、必ず しも充分な状況 とはいえないことも事実である。

こうした状況を踏まえ、地域の実態に即 したかたちで、ニーズに対応 した情報利用の高度化を図る

ことを目的に、昭和62年 度から3ヶ 年にわたり、 「地域における情報利用の高度化に関する調査研究」

事業を実施 した。本事業は、福岡地域をモデル地域 とした 「マルチメディアに対応 した地域開発支援

型情報 システムに関する調査研究」及び名古屋地域をモデル地域 とした 「名古屋地域におけるオ ンラ

イ ンデータベース利用の高度化に関す る調査研究」の二つの調査研究から構成されている。

本報告書は、 「地域における情報利用の高度化に関する調査研究」事業の うち、福岡地域の 「マル

チメディアに対応 した地域開発支援型情報 システムに関する調査研究」について平成元年度に当協会

が、㈱日本統計センターに委託、実施 した内容をまとめたものである。

最後に、本調査研究にあたって、御指導、御協力をいただいた委員はじめ、関係各位に感謝の意を

表 します。

平成2年3月
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1.1調 査研 究の 目的

地域開発は古 くて新 しい問題であり、その時々の時代の要請としてクローズアップされており、こ

れまでに新産業都市をは じめとして、モデル定住圏構想 ・工業再配置計画 ・テクノポ リス等様々な

構想が打ち出され実施されてきた。

国の出先機関や地方公共団体では、地域社会の一つの指針 としてビジョンや長期計画等を作成す

るとともに、地域開発や企業誘致を推進してきている。

しか しながら、 ビジョンや長期計画では全体 としての方向性は把握できても、具体的に地域開発

や企業誘致を推進するための情報は別途に収集 ・分析 しなければならない状況である。 この うち、人

口 ・出荷額 ・所得等の数値データは比較的にシステム化が進んでいるものの、土地利用状況や交通

体系等図形処理を必要とする情報はシステム化が遅れているため手作業に依存する部分が非常に多

い。

このような状況を踏まえ、本事業では3カ 年計画でこれまでの人口等の数値情報に加え、土地利用

台帳や交通体系等の図形情報及び文字情報等並びにマルチメディアに対応 した情報処理技術を活用

して、九州地域における地域開発施策を支援することが可能な情報システムについて調査研究を行

った。

1.2実 施計画

① 昭和62年 度は、地方公共団体 ・九州進出企業等を対象に、地域開発や企業立地におけるデータ

利用状況 ・データ収集方法 ・システムの利用状況等について実態調査を行うとともに、地域開発

支援型情報システムの概要にっいて検討を行った。

② 昭和63年 度は、昭和62年 度の基礎調査に基づき、システムとして反映すべきデータ ・機能お

よび装置等を明確にし、ファイル設計およびプログラム設計等の詳細設計を行うとともに、対象

データの収集を行 った。

③ 平成元年度は、前年度の詳細設計に基づき、データベース ・DBMS・ 地理情報システム ・各種

応用 システムか ら構成するパイロットシステムを開発 した。

また、開発 した実験 システムの運用テス トを行い、マルチメディアに対応 した地域開発支援型

情報 システム実用化に向けた評価を行 った。
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事 業 実 施 経 過

一昭和62年 度一

1.本 委員会 ・専門委員会の第1回 合同委員会(62 .8.12)

・昭和62年 度事業計画の検討

2.第2回 専門委員会(62.10.6)

・情報ニーズ等に係るア ンケー ト調査票(案)等 の検討

3.第2回 本委員会(62.10.15)

・情報ニーズ等に係 るアンケー ト調査票等の検討

4.第3回 専門委員会(62.12.15)

・情報ニーズ等に係るアンケー ト調査結果の中間報告

・地域開発支援型情報 システムの概念設計作成方針等の第1次 検討

5.第4回 専門委員会(63.2.10)

・アンケー ト調査結果及びヒヤ リング調査結果の報告

・地域開発支援型情報 システムの概念設計方針及び昭和62年 度報告書作成方針等の最終検討

6.第5回 専門委員会(63.3.7)

・昭和62年 度報告書(案)の 検討

7.本 委員会 ・専門委員会の第2回 合同委員会(63.3.14)

・昭和62年 度報告書の検討

一昭和63年 度一

1.本 委員会 ・専門委員会の第1回 合同委員会

・昭和63年 度事業計画の検討

・パイロットシステム詳細設計方針の検討

2,第2回 専門委員会

3.

4.

(63.7.27)

13:30～16:00

(63.10.27)

10・30～13:00

・パ イ ロ ッ トシス テ ム に お い て 収 集 格 納 す る デ ー タ の検 討

本 委 員 会 ・専 門委 員 会 の第2回 合 同 委 員 会(63.12.7)

14:00～16:00

・パ イ ロ ッ トシス テ ム にお い て収 集 格 納 す るデ ー タの 検討

・昭 和62年 度 報 告 書作 成 方 針 等 の検 討

第4回 専 門委 員 会(1.2.8)

10:00～13:00
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・昭和63年 度報告書(案)の 検討

5.本 委員会 ・専門委員会の第3回 合同委員会 (1.3.2)

15:00～1700

・昭和63年 度報告書の検討

一平成元年度一

1.本 委員会 ・専門委員会の第1回 合同委員会

・平成元年度事業計画の検討

(1.8.7)

10:30～12:00

・パ イ ロ ッ トシス テ ム の 運 用 ・評 価 方 針 につ い て の検 討

2.第2回 専門委員会

・パ イ ロ ッ トシス テ ム の デ モ ンス トレー シ ョン

(1.10.25)

13:30～16:00

・パ イ ロ ッ トシス テ ム の評 価 ポ イ ン トに つ い て の検 討

3.第2回 本委員会

・パ イ ロ ッ トシス テ ムの デ モ ンス トレー シ ョ ン

(1.11.17)

10:30～12:00

・パ イ ロ ッ トシス テ ムの 評 価 ポイ ン トにっ いて の 検 討

4.第3回 専門委員会

・パイロットシステムの評価結果についての報告

・調査 ・研究報告書の項目の検討

5.本 委員会 ・専門委員会の第2回 合同委員会

(2.1.24)

10:30～12:00

(2.3.2)

15:00～17:00

・平成元年度報告書の検討
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(事 業 実 施 経 過 表)

一昭和62年 度 一

62

5 6 7 8 9 10 11 12

63

1 2 3

*本 委員会 0
8/12

0
10/15

0
3/14

*専門委員会 0
8/12

0
10/6

0
12/15

0
2/10

○0

3/7・14

*実 態調査

*概 念設計

*報告書作成
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一昭 和63年 度 一

63

5 6 7 8 9 10 11 12

H.1

1 2 3

*本 委員会 0
7/27

0
12/7

0
3/2

*専門委員会 0
7/27

0
10/27

0
12/7

0
2/8

0
3/2

*詳 細設計

*報告書作成
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一平成元年度 一

H.1

4 5 6 7 8 9 10 11 12

H.2

1 2 3

*本 委員会 0
8/7

0
11/17

0
3/2

*専門委員会 0
8/7

0
10/25

0
1/24

0
3/2

*シ ステム

開発

*運 用 ・評価

*報告書作成
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2.162年 度事業概要(62年 度報告書要約)

2.1.1ニ ー ズ 調 査 要 約

本委員会の目的は、数値情報 ・図形情報 ・文字情報等多種多様な情報を組み合せ、さらに多様化

しているメディアに対応 した情報処理技術を活用 して、九州地域における地域開発施策を支援する

ための情報システムを調査研究することである。

そこでまず、地域開発の主要要素と考えられる、①企業立地②技術開発 ・人材育成③ リゾー ト開

発④基盤整備を行 う場合の情報ニーズや情報の入手状況を知るたあに、独自のアンケー ト調査を実

施 した。 、

以下アンケー ト調査結果にっいて主な内容を列挙すると、次の通 りである。

(1)重 要情報名

公 案 立 地 技 術 開 発 ・人 材 育 成 リ ゾ ー ト 開 発 基 舷 整 働

順 位 情 報 名 頗 位 情 報 名 順 位 情 報 名 晒 位 情 報 名

1 土「地 価 格 の 状 況 1 試 験 研 究 テ ー マ リ ス ト 1 土 地 面 積 1 人o構 造

2 ■ 用 状 況 2 技術情報提供機関の現況 1 地 形 の 状 況 1 産 婁 檎 造

3 優遇 惜 口 奪 の 状 況 2 技術関係補助金等の現況 1 遁 路 の 状 況 3 工 婁 檎 造

4 土 地 面 積 4 民間企類の研究開発部門の現況 1 土 地 価 格 3 土 地 利 用 の 状 況

5 道 路 の 状 況 4 産学官等共同研究等の現況 5 レ ジ ャ ー 施 設
噛5

0林 水 産 案 の 状 況

6 企 婁 の 状 況 4 研究開発 プロ ジェク トの現況 5 リ ゾ ー トの 状 況 5 遁 路 の 状 況

7 人o構 造 7 技 術 力 の あ る 金 建 の 概 要 5 対 象 地 域 7 工 場 立 地 動 向

8 面 食 構 造 8 櫨類別工 婁所有抱の 出田 件数 8 地 質 の 状 況 7 肢術 基盤(そ の3}

8 県別就労者労賃の状況 8 公 設 試 験 場 の 現 況 8 文 化 的 観 光 資 源 9 商 類 構 造

8 電 力 事 窺 の 状 況 8 苗字官等連携組庖の現況 8 人 口 構 造 9 財 政 の 状 況

8 工雛適地 ・不適地の状況 8 地 場 産 婁 の 現 況 9 工 貢団 地 等 の 状 況

12 新規学卒者就職者 数 12 製造婁の製品伸び串 ・特化係数 9 枝術 基盤(そ の1}

12 産鍵公害対 箪の状 況 12 研 究 者 人 材 リ ス ト 9 枝 術基盤(そ の2)

12 官公庁の企婁立地担当聞書等 " 泉 種 別 出 荷 額' 巨4 土 地 面 積

12 工案用水施設の状 況 14 加 工 枝 婿 別企 窺 リス ト 14 企 震 ・の 状 況

12 都 市 計 画 の 用 途 14 肢'術 指 導 事 案 の 現 況. 14 眉 用 状 況

17 大規模小売店筒の状況 " 理工 系卒婁 者の就職 者殻 14 工婁適地 ・不適地の状況

18 世 帯 構 造 18 理 工 系 大 学 の 現 況 M 土 地 価 格 の 状 況

19 工 窺 立 地 動 向 18 技 術ア ドバ イザー リス ト 14 優 遇 借 恒 等 の 状 況

19 河 川 ・地 下 水 の状 況 18 教 育 例 日 概.関 の 現 況
20 河 川 ・地 下 水 の 状 況

(注)企 業立地 ・枝術開発 ・基盤竪臼は上位20位 まで.リ ゾー ト開発は上位10位 まで。
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上 段:割 合(%)

下 段:数

(2)必 要な情報形態

総
必
要
情
報
数

数

値

図

面

説

明

文

書

そ

の

他

不

明

企 業 立 地
100.0

2350

72.9

1,712

26.9

632

41.9

985

0.2

5

1.4

34

技 術 開 発

人 材 育 成

100.0

582

50.9

296

8.9

52

68.4

398

2.2

13

1.4

8

リゾ ー ト開 発
100.0

202

84.2

170

60.4

122

52.0

105

一

一

0.5

1

基 盤 整 備
100.0

1,378

86.5

1,192

46.4

640

52.6

725

0.1

1

0.9

12

上段:割 合(%)

下段:数

(3)必 要なデータ地域の範囲

総
必
要
情
報
数

九
州
全
体
の
み

県

別

市

区
町

村

別

小

学

校
区

別

そ

の

他

不

明

企 業 立 地
100.O

a350

10.5

246

58.3

1,370

48.3

1,135

3.6

84

0.7

16

1.4

33

技 術 開 発

人 材 育 成

100.0

582

20.4

119

68.0

401

17.0

99

0.2

1

5.5

32

0.7

4

リゾ ー ト開 発
100.0

202

6.4

13

65.3

132

57.9

117

4.0

8

7.4

15

0.5

1

基 盤 整 備
100.0

1,378

2.4

33

62.1

856

82.7

1,140

7.8

107

1.6

22

0.2

4

上 段=割 合(%)

下 段:数

(4)情 報の入手先

総
入
手
可
能
数

2§

蕎公翻

官他

公

庁官

又
は庁

市

販

外τ

部《

ム

そ

の

他

不

明

企 業 立 地
100.0

2,248

9.4

211

77.3

1,737

29.0

653

4.8

108

4.7

105

L5

33

技 術 開 発

人 材 育 成

100.0

488

9.8

48

61.7

301

41.2

201

6.6

32

11ユ

54

0.2

1

リゾ ー ト開 発
100.0

202

28.7

58

65.3

132

47.5

96

13.9

28

25.2

51

一

一

基 盤 整 備
100.0

1,360

55.4

753

76.9

1,046

15.9

216

3.8

51

10.2

139

0.1

1
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2.1.2情 報蓄 積 等 に対 する要 請

(1)蓄 積すべ き情報

データベース化すべき情報等(情 報内容 ・地域の範囲 ・時点数)は 、その情報システムの利用目

的によって異なるものであり、今回のアンケー ト調査結果でも、地域開発の4っ の要素それぞれごと

に必要とされている情報等は異なっており、また企業立地のみをみても、業種等によってその違い

がみられる。

こうした中で、地域開発支援型情報システムの在り方を考えた場合、ある程度利用目的を明確に

してデータベース化すべ き情報を限定 しないと、有用かっ効率的な情報システムが構築できないば

かりか、実現が困難になる恐れもある。

また、データベース化すべき情報等は比較的容易に入手でき、定期的にデータ更新ができるもの

でなければ、当情報システムの有用性の確保及び円滑な運用が困難なものとなる。

ここではこのような点をふまえて、データベース化すべきと思われる情報にっいて検討すると次

のような分析が可能である。

企 地"'が ・める主"・ な"態

・各種統計情報 ・数値情報

・施策 ・制度情報 ・図面情報

・企業情報 ・説明文書

・'人材情報

・・技術情報 必要なデータ地域の範囲

・情報源情報 ・九州全体

・地域情報 ・県別

・・文献情報 .・ 市区町村別

などとなっている。必要情報については各分野に広く分散 しており、いかに効率的に入手 し、蓄

積を図 っていくかが重要である。なお、情報形態にっいては数値情報が従来か らデータベース化の

対象とされていたが、本 システムでは図面情報や説明文書などの定性的な情報 も積極的に取り込み、

ビジュアル化を図る必要がある。また、地域の範囲については、市区町村別を基準として収集す る

必要がある。

(2)格 納装置

データベース化の必要のある情報は、数値 ・図面 ・説明文書等多様であり、情報のボ リュームに

もかなり差違がみられる。そこで これ らの情報を格納す る装置を充分に検討 しておくことが必要で

ある。

現在、実用化されている格納装置としては、次のようなものがあげられる。
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・磁気ディスク、フレキシブルディスク、光ディスク、コンパク トディスク

(3)地 理的情報の特質

地域開発支援の多 くの情報は地域の範囲と密接に関連 している。そして開発の場合における地域

範囲は、1つ の市町村内だけでなく、それをとりまく隣接市町村又は、それ以上の範囲に及ぶ もので

ある。っまり狭域か ら広域へ多くの地域階層を設定 して、情報をとらえることが必要とされる。

地域開発支援としての目的を達成す るためには、広域 レベルから小地域 レベルにいたる多階層で

多分野に跨がる膨大な地理情報の利用が必要となり、出力においてはこれ らを地図の形式で出力可

能とすることが必要である。

(4)商 用データベースの活用

我が国では、近年利用可能な商用データベース及び公的機関のデータベースがかなり流通 してい

る。

ここで検討 している地域開発支援型情報 システムについては、 これらの既に整備されているデー

タベースとの重複をさけ、整合を図ることも考慮されねばならない。

2.1.3地 域開発支援型情報システムの機能に対する要請

地域開発支援型情報システムの構築を検討す るにあたって、システムの機能に対する要請を整理

すると次のようになる。

(1)検 索条件についての機能

地域開発支援型情報システムにおいて、地図情報は不可欠なものであり、検索条件 としては、単

に情報の検索条件を設定するだけにとどまらず、地域を自由に設定できるという条件が必要となる。

例えば、

① 検索 したい地域のみを自由に設定できる。

② 必要な地域を くくって、1っ の大 きな地域という観点か ら検索する。

③ ある地域からNkm圏 の地域だけを設定する。

など、場を自由に設定す ることにより、通常の検索条件よりさらに高度な検索条件が必要となる。

(2)出 力にっいての機能

検索条件に対応 して、出力の機能 もリス ト・グラフ ・レーダーチャー ト等はもちろんの こと、構

築 されたデータベースをマップと重ね合せて出力する機能を実現するには、散布図 ・数値 ・分布マ

ップ ・イメージ情報など多様な図形での出力ができることが前提条件となる。

(3)デ ー タ更 新 にっ い て の機 能
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構築されたデータベースは、常に最新の情報に更新されてこそデータベースとしての意味があり、

データ更新の機能の良 し悪 しによってデータベースシステムの評価が決まるといっても過言ではな

い。

データを1つ1つ キーボー ドか ら入力する作業は、現在の情報量の膨大さからみても現実的にはか

なり困難である。現在、各省庁 ・民間企業 ・業界団体などか ら様々なデータベースが提供されてい

るが、 これらのデータベースと互換性を持たせ、当システム内への入力ができる機能を持たせるこ

とで、その作業は大幅に軽減す ることができる。

勿論、コス ト面から考えれば、ユーザーのキーボー ドか らの入力機能をおろそかにできない。供

給されたデータそのものは、基礎データが大部分である。現在のような情報化社会では、これ らの

指標を幾つ も組合せて、加工 ・集計 してユーザー固有の指標によって新 しい分析を行う必要性が生

じている。このように、基礎指標の組合せによる加工 ・集計は、欠 くべからざる必須機能であろう。

更に、地図情報データベースという性格から、座標データの入力機能 も充分に検討されていなけ

ればならない。

(4)操 作面か らの要請

要請 された機能について概要を述べてきたが、地図情報 システムは単に地図とデータベースを重

ね合せ ることで、その有用性は大幅に向上することは明 らかである。

しか し、その半面、操作性という点では煩雑化 して くることも考えなければならない。従 って、こ

のような地図情報システムでは、第一に対話方式であることが必要である。

さらにデータベースは、あらゆるユーザーに対応性を持たせる意味から、表現方法についても充

分な配慮をする必要があるとともに、一般的なレベルか ら専門的なレベルまでをカバーできるもの

でなければならない。

また、ハー ドウエアの技術向上は急激なスピー ドで進歩 している現状を鑑みて、 ソフ トウエア機

能をハー ドウエア技術の向上とともに発展させていかなければならない。そのため、システムは将

来の拡張性を充分に検討 して設計 しておく必要がある。

2.1.4地 域開発支援型情報システムの概要全体像

(1)シ ステムの基本方針

地域開発支援型情報システムは、企業立地 ・技術開発 ・人材育成 ・リゾー ト開発 ・基盤整備等の

地域開発を促進するために、マルチメディアに対応 した情報処理技術を活用 して、 これらに必要な

地域情報(数 値 ・文字 ・文書 ・図形 ・地図情報)を 企業 ・地方自治体 ・関係機関等に提供するもの

である。
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従 って、その目的 ・利用ニーズ及び運用上の観点から、当システム構築に係わる基本方針を下記

のとおりとする。

① 数値情報、文字情報、文書情報、図形情報、地図情報の処理及び表現を主体とするビジュア

ルでわかりやすい情報を提供できること。

② 日本語メニューや対話型の操作方法により、操作を簡易にすること。

③ データの入力 ・更新が容易であること。

④ 汎用性が高 く、システムの拡張が容易で且つ他のシステムとの連係が可能であること。

⑤ コンパク トで、コス トパフォーマンスの高いコンピュータシステムであること。

⑥ システム及びデータはセ ンター側で一括管理する集中管理システムであること。

⑦ データ収集から分析 ・計画にいたる作業過程で、省力化 ・合理化が図 られること。

以上の基本方針に基づいて、以下に地域開発支援型情報システムの概要をまとめてみる。

(2)提 供情報

地域開発支援型情報 システムで提供する情報 ・情報形態 ・地域範囲は以下のとおりとする。

① 提供する情報については、今回実施 したアンケー ト調査結果に基づき、重要度の高い情報か

ら、また比較的に入手が容易な情報か ら優先的に整備 していく。

② 情報形態については、各情報の特質に応 じて、数値(人 口 ・面積等の統計情報)を 中心に、文

字 ・文書(企 業名簿 ・観光ガイ ド等)や 図形(開 発計画図 ・地形図等)の 形態で提供できるも

のとす る。

③ 情報の地域範囲にっいては、市区町村を中心に、地域ブロックや県及び九州全体の単位で提

供するとともに、施設や路線等の情報についても提供できるものとする。

(3)ソ フ トウエアの構成

本システムのソフ トウエアは、大きく分けてデータベース ・DBMS・ 地図情報 システム ・各種応

用 システムから構成する。
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2.263年 度 事業概要

2.2.1シ ステ ム の機 能 に つ いて の検討

パイロッ トシステムの機能と しては、昨年度のンステム構築の基本方向を踏まえ次のような機能

を具備すべきこととした。

① 数値、文字、イメージ情報(文 章、図面)の いずれも処理可能な機能

② データの入力 ・修正の機能

③ 加工式の作成及び登録の機能

④ リス ト、グラフ、 レーダーチャー ト等の出力機能

⑤ マップの拡大 ・縮小等による出力機能

⑥ マップによる地域の編集(場 の設定)の 機能

⑦ イメージ情報の出力機能

⑧ 多重条件による情報の検索機能

⑨ 日本語メニュー方式による対話型で操作が可能な機能

2.2.2機 能 構 成 に つ いて の検 討

地域開発支援型情報 システムのパイロッ トシステムとしては、コス トパフォーマンスの点からスタ

ンドアローン型の システムの最小構成単位として、下図の機器構成とした。

図2-1地 域開発支援型情報システム ・パイロットプランのハー ドウェア構成図

パ ー ソ ナ ル

コ ン ピュ ー タ
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2.2.3パ イ ロ ッ トシステ ム の概要

マルチメディアに対応 した情報処理システムである 「地域開発支援型情報 システム」の構築に至る

事前のステ ップとして、まずそのパイロットモデルによる実際的なオペ レー ト・運用を通 じて本格的

なシステム構築に必要な情報を得ることを目的として、このパイロットシステムを作成するものであ

る。

(1)シ ステム概要

地域開発支援型情報システムは、大きく分けて次の2つ のシステムで構成す る。

1つ は、構築されたデータベースを検索 して、 リス トやマップで出力する地図情報システム、 も

う1つ は検索された地域や施設を、文字情報や画像(イ メージ)で 紹介す る画像処理システムであ

る。

図2-2シ ステムの概要

地図情報システム

地域開発支援型
情報システム

＼

/

/
＼ス一

夕

ベ

ーデ

文字情報
画像情報

画像
地域紹介
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(2)情 報の階層性

地域開発支援型情報 システムという観点か ら、検索の対象を地域(例 えば、市区町村や町丁など)

及び、鉄道、道路、諸施設(市 役所、デパー ト、工場など)と する。

また、 ミクロ(町 丁)か らマクロ(都 道府県)レ ベルの情報処理に対応す るシステムとする為、情

報尺度を自由に選択できる階層構造を持 った形とす る。

図2-3地 域の階層構造

/
/

九州

福 岡 県

/広 域市 区町村

/福 岡市・北九州市

校 区 、 統 計 区 な ど

A町1丁 目 、B町1丁 目

"一 一 ー ー一 一/ 市 役 所 、 デ パ ー ト 、 工 場 な ど

地方ブロック

都道府県

市区町村ブロック

市区町村

地区ゾーン

町丁

面情報

点情報
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(3)シ ス テ ム構 成

地図情報 システムは1.情 報の検索出力 2.条 件 検 索 3.情 報 の 入 力 ・修 正 の3っ

のシステムで構成される。

図2-4地 図情報システム構成

検索に必要な項目
(出力地域や指標等)
の設定

検索及び
データ編集

1.情 報の検索 ・出力

2.条 件検索

3.情 報の入力 ・修正

指 標デー タに関 して
条 件(人 口1000人

以 上など)の 設定

入力に必要な項目
(出力地域や指標等)
の設定

編集部

マ ップ

リス ト

グラフ

等

マ ップ

リス ト

グラフ
等

出力部 入力部
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さらに、各 システムは、設定部、編集部、出力部に分けられる。(図4-3参 照)

地域データを階層構造で持たせるが、ミクロ～マクロ対応で行 うことが目的であるので、地域(マ

ップ)を 図4-4の ように分類 して、各地域ごとにグルーピングを行って、そのグループごとに(以

後、情報ファイルと呼ぶ)検 索やデータメンテナンスを行 う。

情報ファイルは、1っ の点情報(個 別)、2っ の面情報(北 九州市小倉北区で例えれば、町丁と

統計区)、 さらに線情報(鉄 道、道路等)で 構成される。

図2-5地 域データの階層構造

「

福岡県 広 域

市区町村

市 区 町 村

北九州市

小倉北区

統 計

福岡市

小倉

一

情 報 フ ァ イ ル

17一



2.2.4.パ イ ロ ッ トシ ステ ム に お ける デー タベ ー ス

パイロットシステムの構築対象地区は北九州市を中心とすることとした。

パイロットシステムにおけるハー ドの容量等の点か ら、パイロットシステムにおけるデータベース

は、極力、蓄積情報を絞り込む必要がある。そこでデータの必要度、入手の容易性等を勘案して次

のような情報を収集 した。

(1)町 丁情報

北九州市の町別に、3.3に 揚げた166指 標にっいて収集 した。

(2)市 区町村別情報

九州の各市区町村別に3.3に 揚げた630指 標にっいて収集 した。

(3)画 像情報

北九州及び、その周辺地域について3.3に 揚げた 「分譲中の工業団地」についての情報を収集 した。

18



3.パ イ ロ ッ トシ ス テ ム の 開 発





3.1概 要

3.1.1.シ ステム の構 築

パ イ ロ ッ トシス テ ム は 、 大 き く分 け る と 「地 理 情 報 シス テ ム」 「街 区 マ ップ シス テ ム 」 「画 像 情 報

シス テ ム 」 の3つ の シス テ ム で 構 成 され て い る。

ま た 、登 載 して い るデ ー タ はハ ー ドデ ィ ス ク の容 量 の制 限 上 、 次 の よ うに な って い る。

シ ス テ ム 名 シ ス テ ム の 内 容 登 載 デ ー タ

地理情報 システム

市町村単位あるいは町丁単位の統計デー

タ(人 口、世帯数、事務所数…)や 、個別

データ(主 要工場、官庁…)を データベー

ス として蓄積 し、これを検索 ・加工を行 っ

て リス ト、マ ップ(市 町村界あるいは町丁

界)、 レーダーチャー ト等で出力す るミ

・北九州市の町丁別データ

・北九州市の工場(工 場名

鑑のデータ)。

街 区 マ ッ プ

システ ム

住 宅 の1軒 、1軒 が 表 示 さ れ て い る 街 区

マ ッ プ(ゼ ン リ ンの 提 供)と 、 そ の1軒 、

1軒 の デ ー タを デ ー タ ベ ー ス と して 蓄 積 し、

こ れ を 検 索 し、 マ ップ(街 区 マ ップ)で 出

力 す る 。

・小倉北区の一部 のみ

*パ イロッ トシステムとし

ては、どこを指定 して も

同 じマップとデータが出

力されます。

画像情報 システム

本 システムの例では、工場団地のデータ

と 「概要説明」(文 字情報)「 図面」をデー

タベースと して蓄積 している。

坪単位 や土地の条件等で検索 し、条件に

合致 した団地にっいて 「概要説明」「図面」

を出力する。

・北九州市及びその周辺地

域を数十件入力 している
・「概要説明」「図面」はイ

メー ジで情報 として入

力。

地域開発支援型

情報システム

1 1

地理情報
システム

街区マ ップ
システム

画像情報
システム

パ イ ロ ッ トシス テ ム の画 面 遷 移 図 は 次 頁 に掲 げ た
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図3-1パ イ ロ ッ トシス テ ム の画 面 遷 移 図

地域開発支援型情報システム

1・'・ ・ … 情 報 の 検 索 ・出 力

2・ ・ ・ ・ … 条 件 検 索

3・ ・ ・ ・ …1冑 細 の 入 力 ・修 正

●

4'・ ・ ・ … 画 像 情 報 出 力

0　 ・ ・ … 終 了

次の作業を選択して下さい [[】 ばん

▼

地理情報システムの出力条件の設定

{情 報設定]検 索 ・出力

出 力 都 市:北 九州(門 司区 ・小倉北区 ・小窓南区)
出 力 範 囲:全 域
出 力 情 報:町 丁情報

1

2

4

↑ ス

マ テ

マ

ラ フ

マ ツ

1ス

リス ト

数値マップ

画像情報システム
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3.1.2.使 用 機 種 ・環 境

(1)使 用 機 種

FMR70HX3(パ ー ソ ナル コ ン ピュ ー タ)

ハ ー ドデ ィ ス ク170MB

マ ウス

イ メ ー ジス キ ャナ

漢 字 プ リ ンタ

パ ー ソナ ル

コ ン ピ ュー タ

ハ ー ド

デ ィス ク

170MB

マウス

(2)使 用環境

①OS

MS-DOS

② 言語

FORTRAN

C

BASIC

、
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3.2シ ステム仕様

3.2.1.地理情報システム

(1)デ ータ

本 システムは、 ミクロ(町 丁)か らマクロ(都 道府県)レ ベルの情報処理に対応させる為、情報

尺度を自由に選択できる階層構造を もった形でデータベースを構成す る。

図3-2地 域の階層構造

/

全国

県＼

地 方 ブロック

都 道 府

市 区 町 村 ブ ロ ッ ク

市 区 町 村

/ 地 区 ゾ ー ン

町 丁

個 別
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(2)シ ス テ ム

地理情報システムは

L情 報の検索 ・出力

2.条 件 検 索

3.情 報 の 入 力 ・修 正

の3シ ステムで構成

図3-3地 図情報 システム構成

検索に必要な項目
(出力地域や指標等)
の設定

検索及び
データ編集

1.情 報の検索 ・出力

2.条 件検索

3.情 報の入力 ・修正

指標デー タに関 して

条件(人 口1000人

以上 など)の 設定

入力に必要な項目
(出力地域や指標等)
の設定

編集部

マ ップ

リス ト

グラフ

等

プ

ト

フ

ツ
ス
ラ
等

マ
リ
グ

出力部 入力部
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作 業 の 選 択

地

理

情

報

シ

ス

テ

ム

情

報

の

検

索

・
出

力

条

件

検

索

情

報

の

入

力

・
修

正

図3-4シ ステムの全体構成

出 力 範 囲 の 指 定 出 力 情 報 の 指 定

1.全 域の検索 ・出力

2.指 定 した

ブロ ックの検索 ・出力

3.指 定 した

市町村の検索 ・出力

4.指 定 した施設の

周囲Nkm圏 の検索 ・出力

5.指 定 した市町村の

周囲Nkm圏 の検索 ・出力

6.指 定 した路線の

縁側Nkm圏 の検索 ・出力

1.全域 の検索 ・出力

2.指 定 した

ブ ロックの検索 ・出力

3.指 定 した

市町村 の検索 ・出力

1.ブ ロ ック情報

2.市 町村情報

4.指定 した施設の

周囲Nkm圏 の検索 ・出力

5.指定 した市町村の

周囲Nkm圏 の検索 ・出力

6.指 定 した路線の

縁側Nkm圏 の倹素 ・出力

1.ブ ロック情報の

入力 ・修正

3.個 別情報

4.路 線情報

条

件

設

定

1.ブ ロック情 報

2.市 町村 情報

3.個 別情 報

4.路 線情 報

1.指 標の追 加 ・修 正 ・削 除

2.名 称 の 修 正

2.市 町村情報の

入力 ・修正

3.デ ータ の 入力 ・修正

1.指 標 の追加 ・修正 ・削除

2.名 称 の 修 正

3.個 別情報の入力 ・修正

3.デ ータ の 入力 ・修正

1.指 標の追加 ・修正 ・削除

2.名 称の登録 ・修正 ・削除

4.路 線情報の入力 ・修正

3.デ ー タ の 入力 ・修正

】.指 標の追加 ・修正 ・削除

2.名 称 の 修 正

3.デ ー タ の 入力 ・修正

一26一

出力方 法 の指定

1.リ ス ト

2.数 値 マ ップ

3.階 級値 マ ップ

4.散 布 図

5.グ ラ フ

トーヤチーダ－

a

レ

7.分 布 マ ップ

8.塗 分 けマ ップ



① 情報の検索 ・出力

処理の流れは、左図のフ。一のよう虚 で処理をliう 。

(出力設定)

キー入力による対象の設定

(検索 ・加工)

設定された条件によるファイル編集

(出力)

マップ、 リス ト等の指定された出力方法による画

面またはプ リン多出力

[出力設定]

設定は、メニューを中心として、各項目の設定を個々のプログラムで行い設定終了後は、メニュー

に戻って来るようになっている。メニューでは、常に現在の設定状況を表示する。また、"1.情報フ

ァイルの指定"や"4.出 力方法の指定"な ど、比較的設定項目の少いなものは、このメニュー上で設

定を行 う。

構 成

出力設定

検索加工

出 力

メ ニ ュ ー

1.情 報 フ ァ
,イ ル の 指 定

2.出 力 範 囲 の 指 定

3.出 力 情 報 の 指 定

4.出 力 方 法 の 指 定

リス トによる地

域(施 設)の 設定

及び半径の設定

設定地域(施 設)

の地図による

確認

}

マップによる路

線及び線側巾の

設定

情報選択後の指

標一覧表による

指標の選択

、'

フ ァイ ル 編 集 へ
＼
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・情報ファイルの指定

複数の情報ファイル群の中か ら出力する情報 ファイルを選択抽出す る。但 し、選択は1っ とす

る。

・出力範囲の指定

選択された情報ファイル内においてさらに細かい地域の指定を行 う。

設定項目は下表の通りである。

表3-1出 力範囲の設定項目

出 力 範 囲 内 容

全 域 情報ファイルのすべての地域を検索の対象とする。

指 定 したN個 の ブ ロ ック

〕

情報ファイルの中から指定されたブロックを検索対象とする。

複数の指定が可能。

指 定 したN個 の市 区 町村
情報ファイルの中から指定された市区町村を検索対象とする。

複数の指定が可能。

指定した施設の周囲NKm圏

情報ファイルの中から指定された施設(例 えば○○駅)を 中心

に半径NKmの 範囲(含 まれる最小 レベルの点 ・面積 ・情報の

区界決形範囲)を 検索対象とする。複数の指定が可能。

(ただし、最大は99とする。)

指定 した市区町村の周囲

Nkm圏

情報ファイルの中から指定された市区町村を中心に半径NKm

の範囲を検索対象とする。(同 上)複 数の指定が可能。

(ただし、最大は99とする。)

指定した路線の線側NKm圏

情報ファイルの中から指定された路線(例 えば、鹿児島本線)

の指定ポイント(○ ○駅～○○駅)の 両側NKmの 範囲を検索

対象とする。(同 上)
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・出力情報の指定

情報の選択を行う。

情 報 内 容

ブ ロ ッ ク 情 報

(面 情 報)

幾つかの市区町村を任意にくくったもの

市 区 町 村 情 報

(面 情 報)

情報ファイルの地域の最小区界としての情報

個 別 情 報

(点 情 報)

施 設(駅 ・役所 ・デパ ー ト等)の もつ 情報

(例え ば、駅 の場合 、"住 所"や"乗 降客 数"、etc)

路 線 情 報

(線 情 報)

路 線(鉄 道 、道 路 、河川 等)の もつ情 報

(例え`ボ 道路 の場 合 、"交 通量"、"区 間 距 離"etc)

各情報を選択後、出力 したい指標の選択を行 う。各情報に登録されている指標は、大分類、小分類

で分類化 し、指標選択時にはその分類に該当する指標だけを一覧表で表示 し、その中から指標を設定

する。但 し、分類を設定 しない場合は、全ての指標を一覧表に表示する。 『

・出力方法の指定

検索された地域、或いは施設の情報をどのようなタイプで出力するかを指定する。

出 力 方 法
情 報

指標数 指標の属性
ゾー ン 町丁 個別 路線

リ ス ト ○ ○ ○ ○ 1-8

数 値 マ ッ プ ○ ○ 一 ○ 1 定量のみ

階 級 値 マ ッ プ ○ ○ 一 ○ 1 定量のみ

散 布 図 ○ ○ ○ ○ 2 定量のみ

グ ラ フ ○ ○ ○ ○ 1-2 定量のみ

レ ー ダ ー チ ャ ー ト ○ ○ ○
'

○ 3-8

分 布 マ ッ プ 一 一 ○ 一 一

塗 り 分 け マ ッ プ ○ ○ ○ ○ 1 定性のみ

イ メ ー ジ 情 報 ○ ○ ○ ○ 一

これ らの出力方法は選択された情報や指標数及び、指標の持つ属性(定 量、定性、文字)に よって

出力の可否が決まる。
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[編集部]

編集内容

設定部で設定された条件に従って、対象地域や対象施設をマスタ(情 報)フ ァイルより読み込ん

で、ワークファイルに書き込む。

構 成

設定部よ り

1

○
コ ン ト ロ ー ル

フ ァ イ ル

読 込 み

＼ ノ

○
マスタ(情 報)

フ ァ イ ル

読 込 み

＼ /

フ ァ イ ル 編 集

○
ワ ー ク

フ ァ イ ル

書 き 込 み

＼ /

Ψ

設定部で設定された項目は、すべてコントロー

ルファイルへ書 き込まれているので、その情報

を読み込む。

コ ン トロ ール フ ァ イル の 情 報 に従 って 該 当 マ ス

タ フ ァイ ル を 読 み 込 む 。

コ ン トロール フ ァイ ル の情 報 に 従 って マ ス タ フ

ァイ ル情 報 を 編 集 す る。

編 集 さ れ た デ ー タ を ワ ー ク フ ァ イ ル に 書 き 込

む 。

出 力 部 へ
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[出力部]

設定部及び編集部で作成されたコントロールファイル及びワークファイル、情報 ファイルを読み

込み編集 して、画面、プ リンタに出力する。

・リス ト

検索結果を表形式で、表頭に指標、表側に地域名または施設名を、画面、プ リンタに出力する。

一回に出力できる指標数は8個 までとする
。

リス ト出力は、以下の機能を持つ。

ソー ト 定量データの大小により表側を、昇順降順に並べ替える。(ソ ー トのKEYと

して、設定指標の中か ら選択する。)

構成比 定量データにおいて各指標データの縦計を100と した時の各地域における割

合を出力する。

NKm圏 の詳細 周囲NKm圏 や縁側NKm圏 を複数設定されている時は、第1画 面として各

NKm圏 ごとの合計を出力、第2画 面として各NKm圏 ごとで構成 している地

域の詳細を出力。
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・数値エ已

数値マップ 検索結果を情報ファイル内全域をマ

ップ出力 し、区界ごとの指標データを

数字で表示する。

線情報選択時は、区界の他に路線図を

表示 し、その区間ごとに指標データを

路線図上に表示する。

数値マップは、以下の機能を もつ(マ

ップ出力は数値マップに限 らずすべて

以下の機能を もつ)。

(確認)

画面上の任意の区界をマウスで指定 し、その指定された区界内の地域名(例 えば、市区町村名や、

町丁名)を 表示する。

(拡大)

画面上の任意の範囲(左 下点 と右上

点をマウスで指定)を 指定 し、その範

囲内のマ ップを拡大 して、画面上に出

力する。
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・ ヒtマ ッ プ

階級値マップ
設定された、指標にっいて、その指

標データを5階 級に振 り分け、階級 ご

とにハ ッチングパターンをかえて、マ

ップで出力する。

線情報の場合は、区間ごとに線のパ

ターンをかえて、路線図をマ ップ上に

出力する。

階級値マップは、以下の機能を もつ。

(拡大)

数値マ ップと同 じ。

(確認)

数値マ ップと同 じ。

(再設定)

階級設定のディフォル トは、5ラ ンクが均一に分布するように自動的にデータ編集されるが、再

設定を行うことによって、ランク値及びランク数(2～5ラ ンクの範囲)を 自由に設定できるよう

にする。

階郷 分 件数

■ ,漂 [31

■1 ;‖ 131

圏 |‖ 131

自 {墨 13|

膠 35!1321
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・魅 図

2つ の定量データをX軸(最 初に設定 した指標)、Y軸(2番 目に設定 した指標)に とり、対象

地域(施 設)ご とに ドッ ト(×)で 散布状況を出力する。

皿 1

X

×

×
×

X x
X

× ×
× ×

× ×

x

X

IV ×
H

X

X X

×

× X

X

X

×

×

さらに、X、Yの 相関関係を最小自法によ

り、Y-aX+bの 直線式及び相関係数を

計算する。

また、この散布図を4分 割、9分 割、(自

動設定、任意設定)を 行い、グルーピング

する。

左図のようにグループ化された(こ こでは

1～IV、 これを象限とよぶ)地 域を以下の

出力で分析を行 う。

象限(1～IV)別 地域(施 設)名 リス ト

象限別 リス ト

象限別グラフ

セグメンテーションマ ップ

〈象限別地域名 リス ト〉

散布図で分割された象限ごとの該当地域(施 設)名 を リス トで出力する。

〈象限別 リ'スト〉

出力 したい情報(指 標)を 選択後、象限別に リス トで出力する。

〈象限別グラフ〉

出力 したい情報(指 標)を 選択後、象限別にグラフで出力する。

〈セグメンテーションマップ〉

象限別にハ ッチングパターンを変えて、マ ップで出力する。
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・2三ユ

検索結果を横棒グラフで出力する。指標は2っ まで設定が可能である。

横棒グラフ

○○町

××町

△△町

2指 標設定された時は、1番 目の指標を

上段、2番 目の指標を下段に表示する。

・レ ー ダ ー チ ャ ー ト

レ ー ダ ー チ ャ ー ト

設定された指標にっいて、対象地域(施

設)全 体 のデータ値合計か ら任意 の地域

(施設)の データ値を平均値、偏差値の2

とおりでレーダーチャー トで出力す る。

出力可能な指標は、定量データのみで3～

8指 標を選択できる。
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・分皿並
分布マップ

個別情報にっいてのみ、施設の位置の分布状況

をマ ップ内該当地域へ白色 ドットで描画する。

この時、指定された指標 とは全 く無関係に出力

する。従って、指標は選択 しなくても出力可能

である。

分布マ ップは、以下の機能をもつ

(拡大)

数値マ ップと同 じ機能である。

(確認)

数値マ ップと同 じ機能である。

・塗 り分 け マ ップ

塗 り分 け マ ップ は 、面 ・線(ゾ ー ン ・町 丁 ・路 線)情 報 と点(個 別)情 報 とで は 、 出 力 パ タ ー ン

が 異 な る。

塗 り分 け マ ップ

面 情 報 点 情報

塗 り分けマップは、定性データの時のみ出力可能で、地域(面)で は、例えば、"用 途地域"な

どと云う指標が指定されると用途別に地域を色とハ ッチングパターンを変えて区界内を塗 り分ける。

個別(点)で は、 ドットの色を変えて分布状況を描画する。
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② 条件検索

条件検索は、データの検索 ・出力を行 う際に、ある制限条件をあらかじめ設定 して、その条件に

適合 したデータを検索 して加工 ・集計を行い出力する。

例えば、人口総数が5,000人 以上の市町村を対象に、そこに20才代人口がどれ くらい居住 している

か?と か、○○駅の周囲4Km以 内の市町村の工業出荷額がどれくらいか?な ど業務の目的に合せて、

種 々の条件を設定 して検索することができることとする。条件は同時に3つ まで設定できるものと

す る。

設定部で条件設定をする以外は、編集部、出力部とも同 じ処理である。

[設定部]

設定内容

情報 ファイルの指定

出力範囲の指定

出力情報の指定

情報選択後条件設定を行った後に指標の選択をする。

出力方法の指定

構 成

条件設定以外は、すべて"情 報の検索 ・出力"と 同じであるので、ここでは省略す る。
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③ 情 報 の入 力 ・修 正

[概 要]

ここで は、 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タの 更 新 を 行 う。

情 報 フ ァイル の デ ー タ は各 情 報.(ゾ ー ン ・町 丁 ・個 別 ・路 線)

(追加 ・修 正 ・削 除 が で き る もの)

指 標 ・施 設(個 別)

(修正 が で きる もの)

ゾ ー ン ・町 丁 名 ・デ ー タ値 ・イ メ ー ジ情 報

ごとに以下の項目を更新可能にする。

情報 の入力 ・修 正

メニ ュ ー

1

1 ll1
指標の

追加 ・修正 ・削除

名称(ゾ ーン・町丁 …)

の追 加 ・修 正 ・削 除
デ ー タ入 力 ・修 正

イメージ情報

入力 ・修正

自動集 計

加 工計 算

項 目 と して は

L情 報 フ ァイ ル の指 定

2.情 報 の指 定

3.更 新 項 目 の指 定

の3項 目 にっ い て設 定 を 行 う。1.2.に っ いて は、"情 報 の検 索 ・出 力"と 同 様 。

3.の 更 新 項 目 の指 定 で は

L指 標 の追 加 ・修 正 ・削 除

2.名 称 の追 加 ・修 正 ・削 除

3.デ ー タ の 入 力 ・修 正

4.イ メ ー ジ情 報 の 入 力

の 中 か ら1っ を 選 択 して 、 各 作 業 に流 れ る。
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[指標の追加 ・修正 ・削除]

指標一覧表から設定された指標の追加 ・修正 ・削除を行う。

・追加(新 既指標を作成登録する)

以下の項 目を入力 して、新既指標の登録を行う。

指標名称

施設区分

指標区分

データ形式

単位

小数点桁数

個別の時のみ分類を入力する。分類一覧か らの選択

指標の分類を入力。分類一覧か らの選択

定性=カ テゴ リーデータ

定量=数 値データ

文字=文 字データ

の中からその指標の属性を入力する。'

定量データの時のみ数値データの単位を文字で入力する。

定量データの時、その数値データのとり得る最小の小数点桁数を数字で入力する。

・修 _正

既存指標の各項目を修正する。

・削
_隆

既存指標を削除す る。

"追加" ・"修 正"に っ い て は デ ー タ形 式 が"定 量"(数 値 デ ー タ)の 時
、 自動 集 計(但 し"ゾ ー

ン情 報"の 時 は無 し)、 及 び加 工 計 算 を 実 行 す るか 否 か を 入 力 、"す る"で あれ ば 処 理 を 自動 集 計 、

加 工 計 算 へ 移 す 。"し な い"で あ れ ば メ ニ ュー へ 戻 る。
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[自動集計 ・加工計算]

自動集計とは、個別の任意の指標データを町丁の任意の指標データへ、町丁であればゾーンへ集計

する機能をいう。

加工計算 とは、任意の指標Aと 指標Bと を組合せて計算させてデータを作成する機能をいう。

・白銅

集計の方法は、

データ値を加算 して行 く方法→"合 計

集計"と よぶ

データの有無でその出現回数を加算す

る→"度 数集計"と よぶ

の2通 りか らの選択 とする。従って集

計元のデータ形式は何であってもかま

わないが、集計先は必ず定量でなけれ

ばならない。

さらに集計時に条件を付けて行 うことを可能とする。

例えば、"従 業員が30人 以上の事務所だけを度数で集計す る"。

鷺 ⇒:麗 事業所
と云 うような処理を行 う。

・加工記蓮

加工計算は、既に入力されている指標を加工 して、新 しいデータを自動的に入力する機能である。

例えば

"人口"÷"面 積" ="人 口密度"

と云 うように手入力の手間を省 くことができる。但 し、使用される全ての指標のデータ形式は、

"定量"で なければならない
。

一40一



・名称 の 追 加 ・修 正 ・削 除

名称 とはゾーン名、町丁名、施設名、路線名を指す。これ らの名称の中で、追加 ・削除が可能なも

のは、施設のみとする。他の名称は修正のみを可能とする。

項 目 個 別 町 丁 ・ ゾ ー ン' 路 線

名 称 施 設 名 称 地 域 名 称 路 線 名 称

区 分 業 種 分 類 等 設定 な し

住 所 町丁一覧より選択 設定 な し

カ ナ 名称の頭2文 字を入力

・デ ー タ の 入 力 ・修 正

町 名 指標A 指標B 指標C

× ×町 1234 × × ～

△△町 567 △△ ～

○○町 8901 ○○ ～

,一 ＼

修正を行う指標(複 数指定可能)及 び地

域や施設(複 数指定可能)を 設定後、表顕

に指標、表側に地域や施設に置 く表形式で

バ ッチのイメージで入力を行 う。

表内には、既データを表示 しておき、新

データを上書き形式で入力する。

データの取扱いは、データ形式によるが、不明データなどは欠測値として対応できるようにする。
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3.2.2.街 区 マ ッ プシ ステム

本 シス テ ム は、"地 理 情 報 シス テ ム"を さ らに ミク ロ(街 区)レ ベ ル の(施 設1軒 、1軒)デ ー タ

を 検 索 ・出 力 す る。 シス テ ムの 全 体 構 成 は、 大 体 下 図 の よ うに な る。

プ リンタ

出力

座標データ

読み込み

領域指定

拡大/解 除

対象確認
コピー

条件検索

名称表示

分類色分け

記号表示

記号デ ータ

読み込み

情報 フ ァイル

読 み込 み
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基本的には、画面上に出力されたマップを見ながら、以下の項目を設定 ・検索 し、画面上マ'ップ

内に出力を行う。

(1)領 域指定

領域指定は、表示マップ内の出力範囲の指定を行うもので、

町丁境界

任意の境界

の2通 りで、設定を行 うことが出来る。

(2)拡 大/解 除

拡大は、マ ップ上の任意の場所をマウスで区画設定 し、その指定された範囲を画面上に拡大出力

するものである。

解除は、現在の拡大画面から初期値のスケールに戻す際に設定するものである。

(3)対 象確認

対象確認は、マウスで指定 した施設(1軒)の 詳細情報を出力するもので、情報ファイルに登録さ

れているデータが リス トにてウインドウ形式で出力され る。

(4)コ ピー

コピーは、現在、画面上に表示されているものをプリンタに出力す るものである。

(5)条 件検索

条件検索は、情報 ファイルに登録されている指標(デ ータ)を 使 って条件設定を行い、その条件

に満足 した施設についてマ ップ内の該当施設について、施設単位に塗 りつぶ しを行って出力する。

(6)名 称表示

現在表示されているマップ上の登録されている全ての施設に対 して施設名をマ ップ内に表示する。

(7)分 類色分け

登録されている繍 フ。イルの指標離 力淀 性データのものに対 して、その指標の持つカテゴ リー

ごとにマップ上の施設を塗 り分けて出力する。

(8)記 号表示

+の 地図で使用されている言己号(〒 、卍 、。,,)を マ。プ上に表示する1
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3.2.3.画像情報システム

本 システムは、文字や画像情報を地域、施設単位にデータベースとして構築 しておき、それらの地

域、施設などを条件検索によって抽出し、その抽出された対象の中より、さ らに画面出力するものを

選択 して、それを文字及び画像情報で表示するものである。

データメンテナンスの容易性から、データは全てイメージスキャナより入力される。従 って取り扱

える情報は、かなり自由度がある。
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(1)条 件設定

.登録指標一覧表より、条件指標を選択 し、対象抽出の為の条件設定を行う。

(2)条 件検索

設定された条件で該当地域(施 設)を 検索 ・抽出し、抽出された地域(施 設)を 一覧表で表示す

る。

(3)指 標選択

本システムは、文字、画像情報の他に属性情報(資 本金、面積etc)を 登録 してあるが、これらの

属性情報の中か ら出力 したい指標を選択する。

また、出力方法は、

1.画 像情報出力

2.リ ス ト出力

の2通 りあり、出力 したい方法の選択をここで行う。

(4)出 力対象選択(画 像出力時のみ)

条件検索で抽出された対象の中から、画像出力を行う対象の選択を行う。
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(5)画 像情報出力
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登録された画像情報を画面に出力する。1つ の地域(施 設)に 対 して、最大9枚 までの画像情報が

登録可能である。また、画像情報の他に"(3)指 標選択"で 選ばれた指標に対 して、'画面右にその

情報を出力する。

(6)リ ス ト出力

条件検索で抽出された地域(施 設)[表 側]、 選択された指標[表 頭]の データを リス ト形式で出

力する。

一46一



3.3パ イ ロ ッ トシステムの登載 デ ータ

3.3.1.地 理情報システムの登載データ

地理情報 システムに登載 したデータは次の通りである。

(1)町 丁別及び国勢統計区別指標

北九州市の各町丁別に、表3-1に 揚げた指標を入力 し、データファイルを作成 した。

なお、町丁 と国勢統計区を対応づけることにより、本 システムにより自動的に町丁別指標を国

勢統計区別に集約 した。

(2)市 区町村別及び広域市町村圏別指標

九州の各市区町村別に、表3-2に 揚げた指標を入力 し、データファイルを作成 した。

なお、市町村と広域市町村圏 とを対応づけることにより、本システムにより自動的に市町村別

指標を広域市町村圏別に集約 した。

(3)工 場一覧

北九州市に立地する従業者10人 以上の工場について 「名称 ・住所 ・従業員規模 ・資本金 ・製品

名」の情報 ファイルを作成 した。

なお、入力 した工場数は、約3,000件 である。
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表3-2町 丁および国勢統計区別指標一覧
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指標名 単位■

121
.

長期信用銀行店舗数
'

店

122 相互銀行店舗数 店'123
信用金庫店舗数 店

124 信用組合店舗数 店
125 1農業協同組合店舗数 店
126 ほ正券会社店舗数 店
127

.

小学校数
中学校数

校
校

高校学校数 校
130 ×学数 校
131 病院数' 病院

医院数 所132

133 内科1※院数 所
134 小児科医院数 ・

外科医院数
所

135 所
整形外科医院数 所
皮膚泌尿器科戻院数 所

138 産婦人科医院数 所
139 眼科医院:数 ' 所
140、 耳鼻咽喉科医院数 所

''141
放射線科医院数 所

142 歯科医院数
精神科医院数

所
143 所
144 弁護士事務所数 所
145 会計事務所数 所
146 特殊法人数' 所
147 人口伸率 ・63/61 %
148 世帯伸率 ・63/61 %

149 人口密度/k㎡ 人
150 尽夜間人口比率 %

151 20歳 代人ロ比率 %
i52 65歳 以 ト人口比率 %
153 第1次 産業就業比率 %
154 第2次 産業就業比塞 %・

155 第3次 産業就業 率 %
156

皐

%持家世帯数比率
157 核家族世帯1土率 %
158 借家比率 %
159 1高額納税者世帯比率 %
160 130以.と 事業所比率 %
161

.

小売商店数/千 人 店
小売販売額/人
病院医院数/千 人

万円
医院

164 小売中心地性
165 商核
166 地価 上昇比率 ・63/61 %
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3.3.2.街 区 マ ップ シス テム の 登載 デ ー タ

街 区 マ ップ シス テ ム の登 載 デ ー タは(株)ゼ ン リンの 提 供 に よ り、 北 九 州 市 の 住宅 地 図情 報 を デ ィ

ジ タル 情 報 と して1画 面(500m×500m)フ ァイ ル した 。

住 宅 の 一軒 ごと につ い て は、 デ モ ンス トレー シ ョン用 と して、仮 の情 報(名 称 、住 所 、住 宅構 造 、住

宅 階 数 、 用 途)を 入 力 、 フ ァイ ル した。

図3-1街 区 マ ップ シス テ ム 登載 の マ ップ

鍵麟
纏
灘覆

灘難 難 、

騨

懸
難
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3.3.3.画 像情報システムの登載データ

画像情報システムには、北九州市及びその周辺の地域の分譲中の工業団地47件 の情報を、次の通

りファイル した。

・工業団地のインデックスとなる指標

① 団地の名称

② 市区町村名

③ 適地面積

④ 立地未決定面積

⑤ 推定価格(円/㎡)

⑥ 内陸・臨海の別

⑦ 主たる土地所有者

⑧ 土地利用基本計画地域区分

⑨ 都市計画区分

⑩ 用途区分

・工業団地の画像情報

次の3種 類の情報をイメージスキャナにより入力、ファイル した。

① 団地の説明(図3-2参 照)

② 工場適地境界画定図(図3-3参 照)

③ 産業関連施設図(図3-4参 照)

一56



図3-2画 像情報システムへの入力図(そ の1団 地の説明)

1.工 場適地の立地条件(自 然的条件、産業関連施設等)及 び特徴

○当団地は本市の西部水巻町境にあり、県道水巻芦屋線を通 じて南方向約1kmで 国道3号 線に連絡 している。又、国道3号 線に平行して国鉄鹿

児島本線が走っており、折尾駅まで東へ約2.5km、 水巻駅まで約1.5kmと いずれ も至近距離にある。

○用水は北九州市上水道から取水可能である。

○電力は、浅川変電所より希望量が受電できる。

(注)入 力に際 しては、 この原稿をワープロで打ち出し、それをイメージスキャナで読み込ませた。

O
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図3-3画 像情報 システムへの入力図(そ の2工 場適地協会画定図)
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図3-4画 像情報 システムへの入力図(そ の3産 業関連施設図)
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4.パ イ ロ ッ トシ ス テ ム の 操 作 例





4.1パ イ ロッ トシステムの操作手順

このシステムはメニュー選択とコマンドキーにより初めての人にも使い易いよう配慮されている。

入力されているマップデータと、指標データより、操作者が何を得ようとするか、パ ソコンに向か

う前に目的をある程度まとめてお くことが大切と考えられる。このため2,3の 例題を提示 し使用自標の

たて方と、その目標のデータを入手する方法を各ステップ毎の画面を示 しなが ら解説す る。 ・

4.1.1地 理情 報 シ ステ ム

例題1

小倉南区湯川2丁 目に工場適地がある。

ここを中心 として1km圏 内の主要工場にどのようなものがあるか、又ここを中心とした

1km圏 内の地域の概況を知 りたい。

〈操作手順の解説〉

(1)湯 川2丁 目、lkrb圏 の主要工場の検索

図4-1の メインメニュー画面をディスプレイに表示 し、1を 選択する。

図4-1メ イ ン メ ニ ュ ー

・情 報 の 検索 ・出 力

・条 件 検索

・情 報 の入 力 ・

・画 像情 報 出力

・終 了

[[]ば ん

辞R英 大

一61一



図4-2出 力都市の選定

肢定 」 検 索 ・出力

囲
報
法
行

範
惰
力

力
力
力

出
出
出
実

番号 出 力 都 市
北 九升(門 司区 ・小 倉北 区 ・小 倉南区)

2 北 九升(戸 畑 区 ・若 松 区 ・八幡 西区 ・八 幡東 区)

1 PF2 PF3 PF4 PF5
辞 模 大

① メニュー選択 と出力都市の選択:

メインメニュー1.情報の検索 ・出力を選ぶと図4-2の 画面が表示されるので、出力都市を入力さ

れているデータか ら選ぶ。湯川2は 小倉南区にあるので1を 選択する。画面図4-3で 番号5を 入力

しリターンキーを押す。

図4-3出 力範囲の選択

[情 報 設定 〕 検索 ・出力一
報
法
行

精

力
力
力

出
出
実

番号 出 力 範 囲
全域

2 指定 した ゾー ン(複 数 指定 可)

3 指定 した町丁( :戊数指 定可)

4 指定 した施設の苦闘Nkm圏(傾 敗指定 可)

5 指定 した町丁の周囲Nkm圏(複 敗指定 可)

6 指定路線の線側 Nkm圏

■ PF1 PF2 PF3 PF4 PF5 PF6 PF7 PF8 PF9 PF10

辞R英 大
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② 出力範囲の選択:中 心町丁の指定と圏半径の入力指定

画面の町丁 リス トの湯川2を 探 しカーソルを合わせて リターンキーを押す。続いて半径1を 入力す

る。

図4-4中 心町丁の選択と半径の入力指定

[情 報設 定 〕 単径 の入力

番 号 町丁名

436西 水 町

437東 水町
4鵠 湯川

439湯 川1

■ 皿 湖川2
441安 部 山

442湯 川13

443湯 川14
444aSJI|5

445湯 川新町1
446湯 川新町2

447湯 川斬町3

448湯 川新 町4

〔横代 ・小倉 南〕
449石 田

450石 田南1

番 号 町丁名

451上 石田1

452上 石 田3
453阻 蓑

454下 石 田1

455下 石 田2

456下 石 田3

457長 野1
458畏 野2

459横 代

460横 代北町1
461検 代 北町2

462石 田町

463横 代北町3

464槙{℃]ヒ 町4

465横 代北町5

466横 代東町1

町 丁数:669

番 号

467

468

469

470

471

472

473

474

475

4「笛

477

478

4T9

480

481

PAGE11/16

町 丁名 ・

横代 東町2

横代 東町3

横 代東町4

〔企救丘 ・小倉 南〕

企 救丘1
企 救丘2

企救丘3

企救丘4

企救丘5

志徳1

星和台2

徳力

山手1

山手2

山手3
上石 田2

中心町 丁か らの半径=1.Okrn

■
PFlPF2PF3PF4PF5PF6PF7PF8PFgPF10

辞 暎 大

③ 出力情報の選択:

図4-5の 出力範囲の番号1～3の 中から3.個別情報を選択数値キーで3を 入力 しリターンキーを

押す。

図4-5検 索出カー出力都市一出力範囲 一出力情報

[ 情報 設定]検 索 ・出力

出 力 都 市:北 九 州(門 司 区 ・小倉北 区 ・小倉 南 区)

出 力 範 囲:指 定 した町丁の周囲 Nkm圏(複 数 指定可)

■ ■■田■n■!・,一

出 力 方 法:
実 行

番号 出 力 情 報

回 ゾーン情報
2町 丁情報
3個 別情報

靖 PFIPF2PF3PF4PF5PF6 PF7PF8 PF9 PF10

辞 R英 大
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図4-6出 力範囲(個 別情報)一 施設指標の選択

[情 報設定]

指標 散 ‡11
番 号 指 標

〔地 域指 標〕

1住 所1

2住 所2
3住 所3

4電 話 番号

6従 業員規 模

■ ■ 製 品名1
9製 品名2'

10製 品名3
11製 品名4

〔加工 指標 〕

〔顧客 指標 〕

施 設指標 の選択(工 場名 鑑デ ータ)
PAGE1!1選 択指標

番号 指 標
1住 所1
2住 所2
3住 所3
4業 種
5従 業員規模
6資 本金

出 力可能 方法

リス ト

街区 マ ップ

分 布マ ップ

集 計 リス ト

この個別情報には工場名鑑データが入っているが必要なのは、図4-6の 指標群の1～3住 所,5業 種,

6.従業員規模でありこれ らを指定する。っいでに参考 として資本金 も指定 しておく。

PF4確 認キーを押 して図4-7を 得る。

続いてPF5拡 大キーで湯川2、1km圏 を拡大 し、各地区の町丁名をマウスカーソルを各区域内でク

リックさせることにより町丁名を表示させ確認する。(図4-8)

図4-7湯 川2、1km圏 マ ップ の確 認

1個 の町 丁を中心 に周

囲1.Okm圏

1湯 川2

〔]

辞R英 大
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図4-8湯 川2、1km圏 拡大町丁名の確認

住

高坊2

住

水

着薗2

若園3
蟻

田

ケ丘1

ケ丘

水町

娼
パ

脚
＼
㎞

1拡 大MAP位 置確認1

経度:
130度55分9.52秒

緯度:
33度50分20.41秒

マウスで位置を 指定 して

下 さい

指定 された地区名

富野

碓`匁 『

印刷

辞R英 小

図4-9リ ス トを出力方法として選定 した際の最初の情報

1個 の町丁を中心に周囲1km圏

NO中 心町丁名 件数

1湯 川26

個別情報

作難PFキ ニでXRし て下さい.■
PFlPF2PF3PF4PF5PF6PF7PF8PFgPF10

辞R英 大
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出力方法の選択と結果の印刷

 

⑤

リス トを選択すると図4-9が 得確認の後、次作業PF6で 画面に表示される出力方法の中から、

られ、6件 の工場施設があることがわかる。さらに詳細情報を得るためPF6次 作業を押すと、表4一

1と 同内容の画面が得られPF10で 印刷 した結果が、表4-1で ある。

出 力 リス トの プ リ ン トア ウ ト例表4-1

資 本食従 素 員規 摸

門 司 区

住所3

北九 州情 報 リ ス2中 心 の 半 径S.OKm圏 内 の 個

《指 笛 名 》 住

4?70
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1SOO
tOOO

lOOO
O

 

9

1
9

9
9

9

2

～
9

2
9

2

、
0

、

0

0
0

0
0

0

製
石
加
器
器

ッ

の
土
紙
機
械
チ

他

・
プ
提
提
ス

の
窮
ル
無
気
ラ

そ
廓
パ
電
電
ア

3

2

5
丘
4
2
丘
5

川
ケ
川
園
ケ
川

治
霧
渦
若
霧
渦

区
区
区
区
区
区

南
北
書
南
北
開

音
金
倉
金
倉
倉

小
小
小
小
小
小

宮
品

場
北

州
製

工
業

九
ト

二
度

》
北
ン

第
見

名
●
メ
居
食
辻
店

扱
さ
セ
経
商
富
商

施
わ
倉
嶋
技
捌
口

《
い
小
太
雷
丸
安

(2)湯 川2を 含む地区くくり全域の概況の検索

出力都市の指定までは(1)の 場合と同様である。

全域の指定出力範囲図4-10

検索 ・出力[情 報設定 〕

出 力 都 市:北 九州(門 司区 ・小倉北区 ・小倉南区)

報
法
行

情
方

力
力

出
出
実

番号 出 力 範 囲
■ .

i卜填'2
.旨足 したゾーン(穆 数指足可)

3 指定 した町丁{復 党指定可}
4 ■ ;足 した施設の司匿Nkm臣(複 数指定可)
5 指定 した町丁の司匿Nkm臣(複 数脂足可}
6 量定路線の縁側Nkm圏

R英大

 

群
PFIOPF9PF8PF7

礪
PF6PF5PF4PF3PF2PF1

 

■

、

、
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① 出力範囲の選択 と指標(用 途地域)の 選択:

図4-10の 画面を出 し選択数値キーで1を 入力、 リターンを押す。っついて町丁情報を選択 と用

途地域面積を指定す る。

この結果図4-11が 表示される。 ここで1.用 途地域を選択 し指標が選択される。

図4-11指 標 分 類 大 分 類(土 地 関連)一 小 分類(用 途 地 域面積)一 地 域 指標(用 途 地 域)

② 出力方法の選択と出力画面:

前図4-11で 出力方法として塗 り分けマ ップを選ぶため次作業PF6キ ーを押 し選択画面で2.塗 り

分けマップを選び用途別色とパターンを選び(1.リ ターン1.リターン、2.リター ン2.リ ターン、…)

次作業に進むと図4-12の 塗り分けマップの画面が現れる。 これだけでも地域の用途別の概況は解

るが町丁別をはっきり確認する為にはPF5の 拡大キーを押 し、拡大方法の選定画面でメッシュ拡大

か自由設定かを選んで確認 したい部分をマウスで指示すると図4-13の 様な拡大画面が得 られる。

さらに町丁名を知 りたい境界の中を、マウスでクリックすると町丁名が画面に現れ確認できる。

図4-12町 丁情報一用途地域一塗 り分けマップ(全 域)

魎

一
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図4-13塗 り分けマップ拡大と町丁名確認

北 九州(門 司区 ・小倉
北 区 ・小倉 南区)

第1種 住居専用
第2種 住居専用
住居地域
近隣商業地域
商業地域
準工業地域
工業地域
工業専用地域

(3)湯 川2、1km圏 内の概況、人口、人口伸び率、事業数の出力、出力都市、出力範囲は(1)と 同

様に選択する。

図4-14の 画 面 で2.町 丁情 報 を 選 択 す る。

図4-14
ノ

出力都市一出力範囲(湯 川2、1km圏)一 出力情報

1990/02/2320:⑪0:44

〔情報設定 〕 検索 ・出力

出 力 都 市:北 九州(門 司区 ・小倉北区 ・小倉南区)
出 力 範 囲:指 定 した町 丁の周囲Nkm圏(複 数}旨定可)

出 力 方 法:

実 行

番号 出 力 情 報
■■■1 ゾー ン情報

2 町丁情報
3 個別情報

1

PF1 PF2 PF3 PF4 PF5 PF6 PF7 PF8 PF9 PFIO

辞 暎 大
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① 出力情報の指定:

画面図4-15で 大分類に1.人 口 ・世帯関連を選ぶ。

続いて図4-16の 画面を表示させ小分類に1.人 口を選ぶ。

次に画面図4-17に 変わ り町丁指標1.住 民基本台帳人ロー63と 人口伸び率 ・63/61を 選択する。

この後次作業キーPF6を 押すと、図4-15と 類似の画面に帰るので、2.事業所 ・従業者関連を選ぶ。

図4-15

出力情報(町 丁情報)指 標分類の選択(大 分類)

図4-16

指標分類の選択 大分類(人 口 ・世帯関連)一 小分類(1.人 口)

[情報設定]指 標分類の選択

大分類=人口・世帯関連
一

■

PIPF2φF3PF4 PF5

4

5

出力可能方法

街 区マ ップ 集計 リス ト

辞R英 大
1
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図4-17

小 分 類(人 口)一 指 標 設 定(3.住 民 基 本 台 帳 人 口 ・63、4.人 口伸 び 率 ・63/61)

[情 報設定]町 丁指標 の選 択(人 口)
指標 数:6PAGE1/1 選択指標
番号一 単位 番号 指 標 名 単位一臓

・ 1 住民 基本台帳 人口 ・63 人
1 罰勢 調査人 口 ・60 人 2 人口 伸率 ・63/61 %
2 住5…基本台 帳人 口 ・61 人 3

3 住民 基本 台帳人 口 ・63 人 4

:加工 指標 】 5
4 人 口伸率 ・63/61 % 6

5 人口ヨi度/kプ 人 7

6 昼夜 甘i人口比 率 % 8

〔顧 客指標 〕

出力可能方法

リス ト 散 布図
グ ラフ 街 区 マ ップ

集計 リス ト

薗

辞R英 大

PF1 PF2PF3PF4PF5 PF6 PF7 PF10

次 頁 前 買 頁指定 次作葉 蘭作業 再設定

PF81PF9

大分類に事業所 ・従業者関連を選んだ後、図4-18の 画面 となるので、小分類に1.産業大分類別事

業所数を選定する。

図4-18

指標分類選択(2回 目)一 大分類(事 業所 ・従業者関連)一 小分類(1産 業大分類別事業所数)

[情 報設定]指 標分類の選択

大 分 類:事 業所 ・従業者関連

PAGE1/1

薗

旨標

馨弩 指 標 名 単位

1 住 民基本台帳 人 口 ・63 人
2 人 口伸率 ・63/61 %

3

4

5

6

7

8

PF2 PF3 PF4

司 法

トス

ト

プ
リ

ス

ラ
計

り
グ

集

PF1

散布 図
街 区マ ップ

PF5 PF6 PF7

1

PF8 PF9 PF10

辞 暎 大
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図4'-19が 表示され ると・1.事業所数を選択する。

選択指標欄に3つ の指標が表示されている。

図4-19

小分類(産 業大分類別事業所数)町 丁指標選択(事 業所総数)

リス ト

街区 マ ップ

1ノー ダ ーチ ャー ト

集計 リス ト

作業PF6キ ーを押すと再び図4-20の 指標分類選択大分類に帰るが必要な指標選択は終了 したので

もう一度、次作業キーPF6を 押すと出力方法選択画面図4-21が 表示される。

図4-20指 標分類の選択(必 要な指標は既に選択されている)

リス ト

街 区 マ ップ

ト
一†チ

ト
ー
ス

ダ

リ
一
計

レ
集
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② 出力方法の選択 と出力:

図4-21の 画 面 で1.リ ス トを 選 択 す る。

図4-21指 標分類の選択 一出力方法(リ ス ト)

[情 報設定]検 索 ・出力

出 力 都 市:北 九州(門 司区 ・小倉北区 ・小倉南区)
出 力 範 囲:指 足 した町丁の周囲Nkm圏(複 数指定可)
出 力 情 報:町 丁情報

実 ≡Ｔf

番号
■1

2

出 力 方 法
リス ト
レー ダー チ 中一 ト

3 街 ≡【マ ップ

戴 †リスト

1 PF1 PF2 PF3 PF4 PF5 PF6 PF7
㎜

PF8 PF9 PFIO
辞R英 大

リス トを出力方法 と、して選択 し次作業キーPF6を 押すと図4-22が 得 られ、町丁情報件数がわかる。

図4-22湯 川2、1km圏 内町丁情報件数の表示

`
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次にもう一度PF6を 押すと図4-23の 指標の合計値が表示される。

ここでPF7詳 細キーを押すと表4-2に 相当する画面が表示され る。

湯川2、1km圏 の入口、事業数の合計表示図4-23

町丁情報指定 した町丁中心の半径

辞頁1右

 

左頁次

`

そ の画 面 でPF10印 刷 キ ーを 押 して プ リン トア ウ トされ た リス トが 次 の表4-2で あ る。

町丁情報詳細のプ リン トアウ トした リス ト表4-2

]湯 川2中 心 の 半 径t.OKm圏 内 の 町 丁 情 報 リ ス ト[北 九 州(門 司 区 ・小 倉 北 区 ・小 倉 爾 区}

《指 標 名 》 住 民 基 本 台 帳 人 口 伸 率 ・6事 案 所 総 数
人 日 ・63'3/61

(人){%){所)
《町T名 》'

〈霧 ケ 丘 ・小 倉 北>
1蒋 ケ 丘11422一 コ.838

2霧 ケ 丘212742.?23

3蒋 ケ 丘3t5395・475
4高 坊27821.635

(ノ1、3t)5017167
(平 均)12541.542

〈若 園 ・小 倉 南 〉
5蝿 田 若 団2
6若 園2

(小 計,
(平 均}

〈湯 川 ・小 倉 南>
7安 部 山
8西 水 町
9東 水 町

{9馴1
12湯 川2

13湯 川3

1q湯 川4
1S湯 川5
16湖 川 新 町1
17湯 川 新 町2

(小 計)

(平 均)

(合 計}

(平 均)

t422

2t79
360t
t801

457
.739

567

0
345
656

396

1293
800

1190
188S
8308
755

16926
996

一2・8 ・
,

真.6、

-0
.6-・

一 〇.2

-・2
.5

-1
.!

O.0
-1

,1

-6
.2

1.9

t,9

-2
.0

-0
.3

0.4

-・O .8

16'
87

103
52,

7

21

21

0
59
13

52

21
10S
I8
23

300
27

570

54
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4.1.2街 区 マ ップ シス テム

例題2

街区マ ップにより地区の建物施設の用途条件を知 りたい。

〈操作方法の解説〉

① 北九州市小倉駅前地区マップの選択

図4-24に おいてそのままリターンキーを押す。

以後のコマンド操作はマウスによって行う。コマンドラインは2画 面あり、右ボタンをクリックす

ることで切り替えられるようになっている。

図4-25の 状態からマウスを右にクリックすることにより画面下のコマンドラインは次頁図4-

26の ように変わる。この際マップの内容は変化 しない。

図4-24街 区マップシステムの初期画面

選択す る番号401070001

匝口 回亘国
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図4-25選 択 され た街 区 マ ップ と表 面 の コ マ ン ドラ イ ン

一

② 建物の用途別表示をマ ップ上に色分け表示

図4-25で マウスを右クリックし図4-26と しマウスカーソルを分類色分けに合わせて左クリッ

クすると、図4-27が 表示されるので色分け項目一覧枠内にマウスカーソルを移 し建物の用途の欄

で左 クリックするとマップ上に用途が色分け表示されるが、色分けと用途の対応がわか らないので

凡例表示のサブコマンドをマウスで選択すると図4-28の ように指定する位置に凡例を表示する。ま

た、用途別件数とシェア(%)は コマ ンドラインの件数/シ ェア上でマウスを左 クリックすること

で表示が切り替え られる。

拡大表示、名称表示の機能もあ り画面の詳細を知ることが可能である。

一75



図4-26選 択された街区マップと裏面コマン ドライン

ボタン:コマン『

図4-27分 類色分け 一建物の用途の指定

灘

&、蕊

z灘

蓑

職

図4-28街 区マ ップの用途別色分けと凡例指定

項 目名 建物 の用 途

%

■■■ 官公 署14.7

医 療厚 生8.7

6.0

7.6

運 輸施 設8.3
■■■ 上記以 外9.2

ロ 未 入力45.4

計100.0

襲

職76一



4.1.3画 像情 報 シス テム

例題3

北九州市およびその周辺の工業団地の中で 「㎡単位」10,000円 ～20,000円 で内陸部の団地を探

したい。

〔操作手順の解説〕

(1)シ ステムの立上げ

まず・MS-DOSシ ステムを立上げ力些 トドライ1を 『する・

この 後C>AREACと 入 力 し リタ ー ンキ ー を 押 す と次 頁 の図4-29の メニ ュー画 面 に 表 示 さ れ シ

ス テ ムが 立 上 る。' .

(2)10,000円 ～20,000円/㎡ 、 内 陸 部 の 工業 団 地 の 検 索

① 例題 の情 報 は画 像 情 報 と して本 システ ム に入 力 さ れ て るので 、メ イ ンメ ニ ュー4を 数 値 キ ーで

入 力 し画 像 情報 出 力 を 選 択 す る。 ・、

図4-29メ イ ンメ ニ ュ ー画 面

地域開発支援型情報システム

1・ ・ ・ ・ … 情 報 の 検 索 ・出 力

2・ ・ ・ ・ … 条 件 検 索

3・ ・ ・ ・ … 情 報 の 入 力 ・修 正

4・ ・ ・ ・ … 画 像 情 報 出 力

0・ ・ ・ ・ … 終 了

次の作業を選択 して下 さい 4ば ん

辞R英 大
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② 検索条件の指定

推 定 価 格:10,000円 ～20,000円/㎡

立地:内 陸を入力する。

図4-30検 索条件の設定

円位

1

単

性

㎜

鱈
⌒誌

…』

標
式
件

標
式
件

指
形
象

指
形
象

標
式
件

指
形
象

,
陸
洛

内
臨

続

、

PAGE1/1

ゴ

'

③ 検索結果の表示

図4-31に 示すように2っ の条件のANDを 満足する地区が8件 表示されました。

図4-31検 索結果

条件1推 定価格
条件2立 地

条件110000円
条件2内 陸

Ne抜 当 地 区

1東 新田原
2百 部隊

3大 刀洗町
4竃 屋
5宮 山 ・宮浦
6富 永
7北 関
8下 楠田
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各条件を満足する地区の詳細情報の出力

 

④

リス ト(a)

リス トアウ トしたい指標データを9項 目の中からMAX5ヶ 選択 し、PF6を 押 しリス トを選択す

る と表4-3の 表 が 表 示 され る 。 プ リン トア ウ トす る ため にはPF10を 押 す 。

検索結果の出力方法の選定図4-32

位単

=
=
円

名
定

自

村
淡
路

選択指標
番号

1市 区
2立 地
3推 定
4立 地
5土 地

設定]指 標の選択
数89PAGε1!

指 標 名
市区町村各
週地面積
立地未決庭面積

推定価格

分域
分

者
地
区

有
西
面
分

立
土
蕃
都
用

検索結果の リス ト表4-3

土地所 有者推 定 価 格立 地 未 決 定 面
積

(■)

市 区 町 村 名《指 標 名

団
団
農
業

共
共

非
農

社
社
社

公

公
(
(

公
公
公

方
方

人
人

杖
発
発
発

地
地
個
個

会
開
閉

開

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

内

内

内

内

内

内

内

内

0

0

0

0

0

(U
∩
W
〔
U

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

5

0

0

3

8

8

8

9

7

2

0

44384

92879

402?9

91435

32360

19509

5SS17

36068

 

町
町

市

南
流
洗
町
田
町
町
町

橋
刀
刀
箱
車
井
川
円

行
大
大
大
大
吉
山
高

名
原

町

宮

殿
田
隊
洗

田

地
新
部
刀
尾
山
永
関
萄

《
東
百
大

鷹
宮
富
北
下
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(b)画 像出力'一

リス ト出力後検索条件、指標データを変えないのであればPF6(終 了)を 押 し、ワンステップ

戻 ってか ら画像情報がほしい地区名を(こ の例では下)を 選びPFキ ーで画像を選定する。

'

図4-33検 索結果の画像出力

[情 報設定]施 設 の選択

施設数:8PAGE1/1

番号 施 設 名
1東 新 田原

2百 部隊

3大 刀洗 町'

4鷹 尾

5宮 山 ・宮浦
6'富 永

7北 関

8下 楠 田 ・,

選択指標
番号 指 標 名

1市 区町村名
2立 地未決庭面積
3推 定価格
4立 地
5土 地所有者

遠択施設
番号 施 設 名

位単

≡
円

枚数

出力可能方法

画 像

項

PFlPF2PF3PF4PF5PF6PF7PF8PFgPF10
辞R英 大

次頁の画像情報がえられる。頁が1頁 以上ある場合はPF1を 押す ことにより次の頁へ移ることがで

きる。

印刷は リス トと同様にPF10に より行う。
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図4-34画 像情報1貫 目

1990/02/21

満地工東新田原

17=20:02

図 面番 号=GOO12101 〔1/2) 一

(D

(2)

(3)

当適地には、

既に精密電子部品メ
ている。

交通は、
50mで ある。

工場適地名

工場適地の立地条件(自 然的条件、

r東新田原」

産業関連施設等) 及び特徴

(幅員5m)

周辺には田畑が多い.

まで

1

市区町村名
行橋市

2

立地未決定面積
44384 ≡

国道10号線まで250孤

付近には民家が少なく騒音公害等が発生 しに』くい。

本市南東部の農村地域に位置しており、
一カーのローム福輪 、日登コントロール㈱が{媒 し

西尾一苅田腺

3

推定価格
13000 円

4

立地
内陸

5

土地所有者
地方公共団体

PF 1 PF2 PF3 PF4 PF5PF6 PF7 PF8PF9

次 真前 頁 豚7 匝設葱
PF留

図4-35画 像情報2貫 目
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5.パ イ ロ ッ ト シ ス テ ム の 評 価





5.1評 価 の概 要

5.1.1評 価のポイント

本年度業務においては、開発されたパイロットシステムを実際に使用 して、その評価を行い、へ今

後の実用化への課題を明 らかにするが、パイロットシステムを評価する基準を次のように設定 した。

一パ イ ロ ッ トシス テ ム評 価 の基 準 一

① 機能評価

システムに必要とされる機能がそろっているか。

システムのマ ンマ シンインターフェースは良好か。

システムへの指示に対するレスポンスは十分に早いか。

② 有用性評価

システムか ら必要 とされる情報が抽出できるか。

システムか ら企画 ・立案の助けとなる情報が得 られるか。

③ 実用化評価(パ イロットシステムを実用化する場合を想定 して)

解決 しなければならない問題点の抽出

問題点にっいての検討

解決の方策
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5.1.2評 価 の方 法

i評 鵬 各蚕卵 ペレー トを行いチ・・クリス トに記入す・方法で行・た・

iー パ イ ロ ッ トシス テ ム の評 価 の チ ェ ック ポイ ソ トー

1.機 能面にっいての評価

① 出力メニューはこれで充分か?

② 出力様式は?

③ 加工 ・編集の機能は?

④ 検索機能は?

⑤ その他

2.操 作性についての評価

① 操作の流れは?

② エラー操作 した場合の対応は?

③ スピー ドは?

④ 画面の説明は?

⑤ 画面のレイアウ トは?

⑥ その他

3.実 用性にっいての評価

① システムの目的 とするところが、この システムで達せられるか?

② ハー ド上の問題点はないか?

③ オペレータの問題点はないか?(例 えば、専従オペレータの必要性)

④ 使用頻度の問題点

⑤ データの問題点(例 えば、必要とされるデータ、データメンテについて)

⑥ その他運用面についての問題点
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5.2評 価 結果

評価結果は、表5-1に 揚げた。この評価を整理すると、以下のようになる。

5.2.1地 理情報 システムの評価

概ね 「良好」という評価である。

機能面、操作面では、個々にい くつかの改善要望があげられたが 「オペレー トする人の操作が分

かりやすいような工夫を」また 「データのガイ ドを」といった利用の容易性を配慮 したシステムと

してほ しいという意見 もいくっかみられた。

5.2.2街 区マップシステムの評価

概ね 「良好」という評価である。

地理情報システム同様、個々にはい くつかの改善要望があげられ、また利用の容易性を配慮 した

システムとしてほしいという意見 もい くっかみられた。

5.2.3画 像情報システムの評価

概ね 「良好」という評価である。

「スクロール機能」「画面の縮小 ・拡大」といった画面特有の機能についての要望 もあげられた。

5.2.4全 体的な評価

(1)本 システムの 「目的」との整合性

本 システムの目的 とするところは 「地域開発計画策定をサポー トする情報システム」である。

昭和62年 度の情報のニーズ調査の結果をみると、地域開発計画をサポー トする情報としては様々

な種類の情報があげ られていたが、かなり個別の案件に即 した情報が必要とされ、これらをデー

タベース化す ることは、コス ト的にまず不可能である。そこで評価を行いある程度広い分野にお

いて利用され、かっデータの入手が容易な情報について絞 りこみ、その一部をデータベース化 し

たのが、このパイロットシステムである。

このような観点か らみると、確かに地域開発にっいての全ての情報をサポー トしていないにし

ても、データベース化が可能な情報をベースに して構築されたシステムとしては、初期の目的を

かなり満足 しているという評価が得 られた。

(2)ハ ー ド上の問題

本システムがイメー ジ情報を取り扱かっていることか らディスクの容量について考慮す る必要

があるとの意見がみ られ、光ディスク等を利用することの提案があげられた。

また、実用化を考えた場合、ネ ットワーク化にっいて検討 してお く必要があるとの意見 もあげ
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られた。

(3)オ ペ レータの問題

当システムのオペレー トは、それほど難 しくなく専任オペ レータは不要との意見 もあったが、も

う少 しヘルプ画面、ガイ ド画面により利用者インターフェースの改善が必要であるという意見 も

あった。

(4)デ ータの問題

必要とされるデータについて具体的な項目がいくつかあげられた。

また、最も大きな問題としては、 このシステムが生きたシステムとなるためには常時データの

更新が必要 とされ、この体制の確立が重要であるとの意見があげられた。

(5)そ の他

その他、パイロットシステムは3っ のシステムがそれぞれ独立しており、相互の関連性がないの

で くこめ3っ のシステムを統合化できないかという意見など、きわめて貴重な意見が多 くあげ ら

れたが詳細は表5-1を 参照していただきたい。
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表5-1パ イ ロ ッ トシス テ ム の評 価

. 地埋情報 システム

'1
.機 能 面 につ いて め評 価

・

}.二 ・'

評 価 ポ イ ン ト 評 価 結 果

① 出 力 メ三 ゴ ー
・充 分14

・不充分1
・無 回 答1

・機 能 の表 示 と して は充分 。 た だ し、そ れ ぞれ め選 択 肢 がど の よ うな 内

容を表示するのかに関する説明が必要ではないか?
別 途 解 説 画面 もっ け て は ど うか?膓

1

②出力様式 :親分1;1
・無 回 答3・

《,

・デ ィ ス プ レ ー 出 力 ・デ ィ ス プ レー 制約 もあ るが 、文 字 等 が 見 づ ら い。._1
・デ ィ ス プ レ ー が 見 に く い 。

・現 行 の シ ステ ムで は こん な もの、 む レろ実 用 的 に は実 際 の地 図 など と
ξ'

見 く らべ る、 あ るい は 白地 図 を使 っ た作 業 な どが 必 要 とな り、 本 ゾ

ス テ ム はそ の サ ポ ー ト機 能 を は たす もの 。
・地 図 表 示 領域 を広 げ る必 要 あ り。

、

・プ リ ン タ ー 出 力 ・プ リ ンタ ー 出 力 に つ い て は 、本 シ ス テ ム で は レー ザ ー ビ ー ム プ リ ン タ ー

等 の 高 品 位 な 物 を 検 討 す べ きで あ る。
今

③ 加 工 ・編 集 の 機 能
i・充 分13

・不充分1,
・無 回 答2'

,

・デ ー タ相 互 間 の演 算 を も っと 自由 に 行 え る必 要 が あ る。

回帰分析以外の統計処理 も必要ではないか。
・加 工 デ ー タ の場 合 の算 式 等 を 表 示 させ る 。
・ ソ

、一 ト に っ い て 、 第1属 性 で ソ ー ト し た 後 、 第2属 性 で ソ ー トetc。''

④検 索 ・充 分13

・不 充 分1

・無 回 答 .2

・条 件 指 定 でAND機 能 の ほかOR機 能 の 追 加 。

・時 系 列 デ ー タ表 示 の強 化 。
・マ ル チ ウ イ ン ドウ ま た は、 直 前 に何 を検 索 した か 分 か る よ うに。
・OR条 件 の で き る こと 、ANDとORを 組 み合 わ せ る こ とが で き る等 が

あ る と良 い。

⑤その他 ・九 州 トー タル で 比 較 ・分 析 された ものが 一表 に な って 出力 され る と大

変利 用価 値 が 高 ま ると思 う。(3っ の シス テ ム の 内容 が 含 まれ た もの)
・時 系 列 の デ ー タを 扱 う機 能 が ほ しい。

単 年 度 で は評 価 が 難 しい た め。
・地域 情 報 にっ いて所 得額 等 のデ ータの有 無 につ いて の 問い 合 わせが ス ー

パ ー 等 小 売 業 の人 か らよ くあ る。'
・文 字 表 示(見 や す い 色 で) 。
・立 体 的 な 画 面 表示 が で きな いか

。
・あ る ポ イ ン トを 中心 と して10km圏k20km圏 とか の 画 面 表示 は可 能

か 。
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2.操 作性にっいての評価

評 価 ポ イ ン ト

①操作の流れ

② エ ラー操 作 した場 合 の

対 応

④画面の説明

・充 分

・不 充 分

・無 回 答

・個 別情 報 出力 で 最 初 に合 計が 出 て 、そ の後PFキ ー で詳 細 を表 示 させ

て い る が 、個 別 情 報 なの だ か ら最 初 か ら詳 細表 示 の みで よ いの で は 。

・充分

・不充 分

・無 回答

・検 索 ・描画 な ど時 間 の か か る操 作 で ミス した場 合 、作 業 途 中 で キ ャ ン

セル で き なか った 。
・ヘル プ画 面(仮)等 を設 け、 指 示 す る。(フ ァン ク シ ョンキ ー を た た

く)

・充 分13

・不 充 分2

・無 回 答

・デ ー タ入 力 と の関 連 が あ る と聞 い て い る が 、少 し遅 い感 じが す る。
・地 図 の 描画 に は問 題 が残 る。 ただ し、 拡大 縮 小 を繰 り返 す 操作 が どれ

ぐ らい必 要 か によ るだ ろ う。

・充 分10

・不 充 分5

・無 回 答

・文 字 が 小 さ い 。

・リス ト出 力 で1頁 しか な くて もPF1:次 頁 ～PF5:頁 指 定 の メニ ュ ー

が で る。
・構成 比 を 表 示 させ た後 に実数 に戻 る時 、メ ニ ュ ー名 が構 成 比 で は分 か

りに くい 。
・情 報 を設 定 す る時 に ど こ に番 号 を入 力 して よい か 分 か り に くい。

番号 は?口 と表示 した り、わか りやす い メ ッセ ー ジを出 した方 が よい。
・取消 、 前 画 面 へ の 移 行 が わ か らな い場 合 が あ る。
・現在 の状 況 、 凡 例 が 自動 的 に出 る よ うに。
・出力 対 象 の デ ー タ の解 説 、 出 所 な ど。 検索 条 件 の 説 明(沿 線1km圏

は これ にか か る地 区す べ て な ど)。
・ガ イ ド画 面(仮)等 を 設 け、 項 目 の説 明 、出 典 等 を表 示 す る。

(フ ァ ンク シ ョ ンキ ー を た た く)

・充 分

・不 充 分

・無 回 答

・画 面 設 計 の 機 能 、 ウ ィ ン ドウ の サ ポ ー ト等 が あ れ ば さ らに よ い 。
・マル チ ウ ィ ン ド化 が で き る と よ い 。
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・地 図 の色 塗 り分 け の指 定 もデ フ ォル トで決 ま って い るの で 、利用 者 が ,変 更
で きる方 が よ い 。

・文 字 表 示 にっ い て も、い ち い ち マ ウ スで 指 定 す る の は 不 便 。
・次 作 業 す るの か 、 実 行 キ ー な のか よ くわ か らな い こ とが あ る。
・縮 尺 率 に応 じた地 理 デ ー タの管 理 方 法 を も たせ る べ き

。
・画 面 メニ ュ ーだ けで な く、 タ ブ レ ッ トメニ ュ ー と の 結 合 も考 慮 。
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街 区 マ ゾプ シス テ'ム

L機 能面についての評価

評 価 ポ イ.ン ト

'① 出 力 メ ニ
ュ ー

②出力様式

・デ ィ ス プ レ ー 出 力

・プ リ ン タ ー 出 力

③加工 ・編集機能

④検

・充 分

・不 充 分

・無 回 答

・ユ ー ザ ー の立 場 に よ って異 な るだ ろ う。
・機 能 の表 示 と して は 充分 。 ただ し、そ れ ぞ れ の選 択肢 が どの よ うな内

容 を表 示 す るの か に関 す る説 明 が 必 要 で は な いか?

別 途 解 説 画 面 もっ けて は ど うか?

・充 分

・不 充 分

・無 回 答

-

⊇
)

1

・現 行 の システ ムで は こん な もの、 む しろ実 用 的 に は実 際 の 地 図 な ど と

見 く らべ る、 あ るい は 白地 図 を 使 った作 業 などが 必 要 とな り、 本 シス

テ ム は そ のサ ポ ー ト機 能 を は たす もの。
・文 字 が小 さ過 ぎて見 に くい た め疲 れ やす い 。 改良 の 余地 が あ る と思 わ

れ る。
・文 字 が 家 枠 か らは み だ さな い よ うに す る。

・カ ラ ーで の プ リ ンタ ー 出 力 が ほ しい 。

・プ リンター出力 につい て は、本 シス テム で は レーザ ー ビー ム プ リ ンター

等 の 高品 位 な物 を 検 討 す べ き で あ る 。 .

・充 分

・不 充 分

・無 回 答

・同 一 地 図 上 に 複 数 の項 目を 表 示 す る。

文 字 に重 な らな い よ うに表 示 す る な ど の 機能 。
・デ ー タ相 互 間 の演 算 を も っ と 自由 に行 え る必 要 が あ る。

・充 分14

・不 充 分1

・無 回 答1

・個 別 の デ ー タ の属 性 は どの 位 もて るの か 。

・街 区 マ ップの状 態で 、 地 理 情 報 シス テ ム の デ ー タが 表 示 で きな い か。
・他 シ ステ ム との統 合 、 大 規 模 地 図 。
・交 通 情 報(exバ ス の路 線 を 道 路 上 に 表 示) 。
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2.操 作性にっいての評価

評 価 ポ イ ン ト 評 価 結 果

①操作の流れ ・充 分14

・不 充 分1

・無 回答1

・選 ん だ建 物 の性 質 表 示が で き る とき と、操作 に よ って はで きな い と き

が あ った 。

② エ ラー操 作 した場合 の

対 応

・充 分10

・不 充 分 一

・無 回答6

・検索 ・描 画 な ど時 間 のか か る操 作 で ,ミス した場 合 、作業 途 中 で キ ャ ン
セ ル で き なか った。

・エ ラ ー メ ッセ ー ジに対 して 、 フ ァ ンク シ ョンキ ー を たた き、 ヘ ル プ 画

面(仮)で 指 示 す る。

③ ス ピー ド ・充 分12

・不 充 分 一

・無 回答4

・地 図 の 描 画 に難点 が あ る。(地 理 情 報 システ ム と同 じ)

・デ ー タ 入 力 との 関連 が あ る と 聞 い て い るが 、 少 し遅 い 感 じが す る。

④画面の説明 ・充 分10

・不 充 分4

・無 回答2

・取 消 、 前 画 面 へ の移 行が わ か らな い場 合 が あ る。
・入 力 す る所 にカ ー ソルが な い場 合 が あ る。

⑤ 画 面 レイ ア ウ ト ・充 分13

・不 充 分 一

・無 回答3

・画 面 設 計 の 機能 、 ウ ィ ン ドウの サ ポ ー ト等 が あ れ ば さ らに よ い。

⑥その他 ・現 在 、何 を や って い るの か が判 る よ うに 画面 に出 して お く必要 あ り。
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画像情報 システム

1.機 能 面 にっ いて の評 価

① 出 力 メニ ュー

②出力様式

③加工 ・編集機能

⑤その他

・充 分

・不 充 分

・無 回 答

・機 能 の 表示 と して は充 分 。 た だ し、そ れ ぞれ の 選択 肢 が どの よ うな内

容 を表 示 す るの か に 関す る説 明 が 必 要 で は ない か?

別 途 解 説 画 面 もっ け て は ど うか?
・も う少 し文 字 デ ー タ化 して 検 索 の 時 に 利 用 で き る と よい 。

・充 分

・不 充 分

・無 回答

・ス ク ロ ー ル 機 能 な ど 。

・デ ィ ス プ レ ー が 見 に く い 。

・プ リンター出 力 にっ いて は、本 システ ムで は レーザ ー ビー ムプ リ ンター

等 の 高 品 位 な 物 を 検 討 す べ きで あ る。

・充 分

・不 充 分

・無 回 答

・充 分

・不 充 分

・無 回答

・図面 の縮 小 拡 大 が で きな い か(指 定 した ス ケ ー ル で の 表 示)

・図 面 は 色刷 りで 出 力 しな い と利 用 で き な い場 合 が あ る。

・環 境保 全 面 、優 遇 措 置 、新 規 学 卒 者 数等 、重 要情 報が 入 力 され て い な
い。

・検 索 とい うよ り は、収 録 デ ー タに よ る問 題 と して ア メニ テ ィ ・住環 境

に関 す る情 報 の収 録 お よ び これ によ る検 索 も必 要 で は?
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2.操 作性にっいての評価

評 価 ポ イ ン ト 評 価 結 果

①操作の流れ ・充 分 14
・不 充 分 一

・無 回答 2

②エ ラー操 作 した場 合 の ・充 分 11

対応 ・不 充 分 一

・無 回 答 4

・検 索 ・描画 な ど時 間 のか か る操 作 で ミス した場 合 、作 業 途 中 で キ ャ ン
セ ル が で き なか った 。

・ヘ ル プ画 面 (仮)を 設 け て対 応 。

③ ス ピー ド ・充 分 14
・不 充 分 一

・無 回 答 2

④画面の説明 ・充 分 13
・不 充 分 一

・無 回 答 3

・ガ イ ド画 面 (仮)を 設 け て対 応 。

⑤ 画 面 レイ ア ウ ト ・充 分 13
・不 充 分 一

・無 回 答 3

⑥その他 ・補 助 的 に 使 うの で 他 シス テ ム か ら も呼 び出 せ る とよ い 。
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実用性についての評価

(このシステムを全体的にみて)

評 価 ポ イ ン ト 評 価 結 果

① システ ム の 目的 とす る

と ころが 、 これ らの シ
ステ ムで達 せ られ るか

・メニ ュ ー は ど の程 度 ま で可 能 か 。

工 業 団 地 、未 利 用 地 、建 築 年 次 に よ る出 力
・特 化 した 地 域 、用 途 で の一 次 的 な利 用 と な らざ るを得 ない の で は な い

か。
・達 せ られ る。(回 答数4)

・パ イ ロ ッ トシス テ ム と して は 、ほ ぼ達 成 され て い る と思 う。 実 用 シス

テ ム の ため に は 、時 系 列 デ ー タ な ど、 デ ー タを も っ と充 実 させ る必 要

が あ る。
・3っの デ ー タ シス テ ム の使 い 分 け が 明 確 で あ り、実 用 的 な シ ステ ム と

い え る。
・この よ うな3っ の デ ー タベ ー ス シス テ ム を総 合 し、利 用 で き る よ うに

して い る シス テ ム は、 ほ とん どな い 。

この シ ステ ム は現 段 階 で は、 開 発 に 成 功 した例 と いえ るだ ろ う。
・地域 開発 に はあ ま り使 え ない 。都 市 計 画 、 マ ー ケテ ィ ン グ リサ ー チ に

有 効 。
・現 メニ ュー で は 、企 業 誘致 に関 して は、 不 充 分 と思 わ れ る。 また 、3

システ ム を組 み 合 わ せ た出 力 が 必 要 か と思 う。
・全 体 と して の 統 合 が も う少 しで き る と よ い(他 シス テ ム に移 る 時)。

・都 市 再 開発 等 既 成 市 街地 の開 発 行為 に は向 いて い るが 、都 市 計 画 区域

外 の 開 発 行 為 に は実 用 性 が 感 じ られ な い。
・一 応 の成 果 は あ る と思 わ れ るが 、今 回 の よ うな 短 時間 の 運 用 テ ス ト結

果 で は、 その 判 定 は か な り困 難 な面 が あ る よ うに思 われ る。 今 後 、実

際 に使 用 して い く途 上 で 発生 す る問題 点 等 を遂 次 克服 して い くこ とが

望 ま れ る。
・「地 域 開 発 」 に しぼ って い る こ と と、 支 援 型 シス テ ム で あ る とい う こ

とを考 慮 す れ ば一 定 の 線 は ク リア した もの と考 え られ る。 た だ し、 九

州 全 域 につ い てサ ンプ ル デ ー タ と同質 の デ ー タを 収録 で きた と して の

話 。

利 用 者 の環 境 全 体 と して は 外部 情 報 の取 り込 み な ど課 題 は多 い。

② ハ ー ド上 の 問題 点 ・ネ ッ トワー ク化 しな い と実 用性 が うす い の で はな い か 。

・発展 性 の あ る機能 を 使 用 した 方 が よ い 。

・イ メ ー ジ情 報 で フ ァイ ル容 量 が 大 き くな るの で パ ソ コ ンで は難 しい 。

追記 型 光 デ ィス クの 応 用 で パ ソ コ ンで も対 応 可 能 か 要 検 討 。
・イメ ー ジ情 報 は記 憶 容 量 の 点 で 問題 が あ るた め 、光 デ ィス ク等 のハ ー

ドを 考 え る必 要 あ り。
・大量 の デ ー タを 考 え た 場 合 、光 磁 気 デ ィ ス ク装 置 を2次 記 憶 と して 利

用 す べ きで あ ろ う。
・応 答 速 度 は、 適 当 と思 われ る。

・対 応 機 種 を ふ や す 。

・用 途 別 マ ップ を出 力 す る に は色 刷 りが 必 要 と な って くる と思 う。

・地 理 情 報 システ ム 、街 区 マ ップ システ ムの 出 力速 度 は少 し遅 い よ うに

感 じられ る。
・出 力 情 報 の性 質(細 密 度 が 高 い)も あ り、 現行 の デ ィ ス プ レイサ イ ズ

で は判 読 が や や困 難 な面 が あ る(特 に長 時間 運 用 で は 問題)。
・拡 張 性 を考 慮 した 設 計(ソ フ ト込 み)が 必 要 。 将来 を見 込 めば 通信 関

連 シス テ ムが 必 要 。

③ オ ペ レー タの 問 題 点 ・操 作 マ ニ ュ ア ル に よ り対応 可 能 と思 わ れ る 。

専従 オ ペ レー タの必 要 ・デ ー タ更 新 に必 要 だ と考 え られ る。

性 ・専 任 の オ ペ レー タ は必 要 な し。
一

・ウ ィ ン ドウ システ ムを 基 本 と して い るの で 、操 作 方 法 の習 得 は比 較 的

容 易 と思 わ れ る。
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評 価 ポ イ ン ト 評 価 結 果

・マ ッ キ ン ト ッ シ ュ な ど の ウ ィ ン ドウ シ ス テ ム と 比 べ る と 、 ま だ 利 用 者

イ ン ター フ ェー ス の 改 善 は必 要 で あ ろ う。
・必要 が な い よ うに 、ヘ ル プ画 面 、ガ イ ド画面 、 マ ニ ュア ル等 を 完備 す

る。 現 時 点 で は必 要 な い よ う に思 わ れ る。
・編 集 ・加 工 の ため に は専 従 のオ ペ レー タが 必 要 。(回 答 数2)

・コ ン ピュ ー タ に不 馴 れ の た め よ くわ か らな いが 、 少 し操作 が む ず か し

い よ う に感 じる。
・利用 者 層 を2つ 分 けて 考 え れ ば1っ の グル ープ は専 門 の ア ナ リス ト、 こ

の層 へ は充 分 対応 で き る。 単 に リフ ァ レンサ ー と して 利用 す る層 には

や や 難 が あ り そ う。

④使用頻度の問題点 ・端 末 の 設 置 場 所 が 身 近 な所 か 便利 な所 か に よ り、 頻 度 は左 右 さ れ る。

・地 域 開 発 、 工 場 立 地担 当 者 に と って は利 用 頻 度 は 多 い の で は な い か 。
・実 務 で は3種 類 の ウ ィ ン ドウ システ ムを使 い分 け る必 要 が あ り、 同 時

に これ ら3つ の シ ステ ム を利 用 で きる環境 を整 備 す る と、 よ りよ い 環

境 が 実 現 で き る だ ろ う。
・ユ ー ザ ー 利 用 次 第 。
・よ く利 用 す る画 面(検 索 結 果 の最 終 画面)を 登 録 で き る よ う に して お

く 。
・これ も利 用 者 層 の 想 定 に あ るが 、専 門 のア ナ リス トが 対 象 で あ れ ば 特

定 の 時 期 に利 用 が 集 中 す る ことが考 え られ 、特 にオ ンラ イ ンで の 提 供

を考 えれ ばハ ー ド的 ソー ス配 分 に考 慮が 必 要 と な る。

ピ

⑤ デ ー タ の 問題 点 ・入力データの問題'
・必 要 と さ れ るデ ー タ

何 年 度 の デ ー タか 、何 年 毎 の デ ー タか 、 デ ー タの 蓄 積
・デ ー タ メ ンテ の 問題 点 ・メ ンテ ナ ンス の問 題

誰 が メ ンテす るの か
・実 用 シス テ ムの ため に は 、 デー タ不 足 と思 うが 、 これ につ い て は利 用

者 と な り うる人 達 、団 体 の 意 見 を よ く聞 くべ き と思 う。 も っ と使 い こ

ん で も らった 後 、 聞 き取 り調査 、 ア ンケ ー ト調 査 を 実 施 して ほ しい 。
・メ ンテ ナ ンス費 用 の積 算 は?

・工 場 立 地 の周 辺 のパ ー ト人 口等 の デ ー タ は入 手 可 能 か 。

・デ ー タは 多 い方 が よい が 、 その分 メ ンテナ ンス が大 変 に な る ので 、磁

気媒体等で入手可能なデータを極力収集する。
・拡 張 性 が 優 れ て い る。
・地 理 デ ー タ は、 幾 何 デ ー タ と して だ けで な く、意 味 デ ー タ的 に構 造 化

して 、利 用 者 環 境 を整 え る べ きで はな いか 。
・課 税 対 象 所 得 額 な ど の所 得 デ ー タ。
・統 計 発 表 後 速 やか に対 応 、 メ ンテ 。

・現 メニ ュ ーで は、 企 業 誘 致 に関 して は不 充 分 と思 う。
・生 きた資 料 と して 活用 す るに は、常 時 デ ータ の更新 を行 う必 要が あ る。
・パ イ ロ ッ トシステ ム で は 、入 力 され て い るデ ー タの 更 新 にデ ー タ メ ン

テ が つ い て い け るか ど うか 心 配 で あ る。
・既 有 デ ー タ につ い て は デ ー タの 出所 ご とに網羅 さ れ る必 要 が あ る(主

要 デ ー タ のみ で は 不可)調 査 デ ー タの収録 は調 査 方 法 や 位 置 づ け につ

い て 事 前 の 検 討 が 必 要 。

メ ンテ ナ ンス につ い て は速 報 性 の必 要度 、 デ ー タ連 続 性 の 必 要 度 に応

じ体 制固 めが 必 要 。特 に時 系 列 に デー タの収 録 と メ ンテ ナ ン スが 望 ま

れ る。
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評 価 ポ イ ン ト

⑥その他運用面について
の問題点

・維 持 管 理 の費 用 負 担 は誰 が す るか 。

・ソフ トの メ ンテ は ど うす るの か 。

・標 準 的 なDBMS 、 例 え ば 国 際 規 格SQL準 拠 シス テ ム を用 い るべ き と

思 う。
・将 来 的 に は オ ンラ イ ン検 索 を 考 え て い か な くて は な らな い だ ろ う。

・マ ル チ ウ ィ ン ドサ ポ ー トは必 須 で あ る。
・3つ のデ ー タベ ー ス シス テ ム の 相 互 利 用 の 実 現 が 必 要 で あ る。

・都 市 計 画 の 用 途地 域 は色 分 けが 決 ま って い るの で 、色 分 け した 状 態で

の 出 力 が必 要 。 また 、 カ ラ ーで の プ リ ンタ ー 出 力 も必 要 。
・図形 情 報 で は 色 彩(色 分 け)を 有 効 に活 用 した ものが 多 い なか で 、本

システ ム出 力 に 同機 能 が ない の は大 き な課 題 と して残 る よ うに 思 われ

る(例:都 市 利 用 計 画 図 等)。
・利用 者 に対 す る説 明 と して 「地 理 情 報 」 「街 区 マ ップ」 「画像 情 報 」 の

分 類 で は わ か り に くい 、 利 用 目的 に応 じた解 説 が必 要 。
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6.今 後 の 課 題





地域開発支援型情報 システムに関する調査研究は3年 間にわたって行なわれてきたが、今年度のパイ

ロットシステムの開発とその評価でこの作業を終わる。そこでどのように実用化を展開 していくかの

課題を整理 して本研究の しめ くくりを したい。

ここでは、前章の評価の中で実用化についての課題となるべきものが、あげられていたので、それ

らを中心に整理 した。

1.シ ステムの統合化

パイロットシステムは3っ の システムで構成されていたが、各々のシステムは独立 しており、相互

の関連性はみられない。

「マルチメディア…」ということからするとシステムの相互の関連づけ、つまり統合化が必要とされ

よう。ただし、この3っ の システムをデータ的、システム的に関連づけることはかなり困難であり、

特にコス トパフォーマンスの観点から統合化は難 しいといわざるを得ない。そこで、統合化を検討

する場合は、完全な統合化ではな く、3シ ステムの独立性を保持 し、そのかわりに3シ ステムの利用

分野のガイ ド画面を設けたり、1っ のシステムから別のシステムへの移行が容易にできるようにプロ

グラムのテクニ ック上で解決を図る等の対応を検討 したほうが、現実的だと考えられる。

2.ネ ッ トワー ク化

パ イ ロ ッ トシス テ ム は ス タ ン ドア ロー ン型 シス テ ム と して構 築 した が 、 本 シス テ ム は ネ ッ トワー

ク型 シス テ ム と して考 え る必 要 が あ る。DBの 一 元 管理 か らみ る と、 デ ー タ の更 新等 セ ンタ ーで の 管

理 が 望 ま しい。 セ ンタ ー型 の マ シ ンを ホ ス トとす るな らば、 こ こに は全 て のDBを フ ァイ ルす る こ と

に な ろ う。 しか しな が ら地 図DB(地 図 を 表 示 す るた め のデ ー タ)に っ いて は 、 そ の ボ リュー ムを 考

慮 す る必 要 が あ ろ う。 こ こで ネ ッ トワー ク化 と して4っ の ケ ー ス にっ い て 考 え て み た い。
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① 機能を単純化するケース(LAN)

センター側マシンはサーバー型とし、DBの 保管を主に行う。通常業務は各端末側で、スタン ド

アローン型と同様に行 う。

現スタンドアローン型 システムで単純にDBを1ヵ 所に集めることに対 しては、大変有効なシス

テムであり、また、費用面からも現実的であろう。

ただし、LANで あるため、利用者の範囲が広域に広がる場合には無理である。

DB
(地図DBを 含む)

イーサネット

闇
②FAXと 組み合わせるケース

回

國
、[憂]

公衆回線

回

センター側はホス トマシンとし、大型機のオ ンラインを使用する。端末は通常の端末(グ ラフ

ィック機構なし)機 であり、ホス トに検索指示(依 頼)を 行 うものとす る。

実際の運用はリモー トバ ッチ型に近い形となるが、地図、グラフの表示にっいては、全てセン

ター側で処理を行い結果をFAXで 出力する方法が考え られる。

FAXの 利用は処理としては全てホス トマシン上で行 うため、プログラム管理上からみても都合

が良 く、通信コス トもデータ量に影響されず、マルチメディアを考える時、最終的にはイメージ
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データの扱いとすれば良 く、一考に値するものと思われる。

③ コス トを考えないケース

端末機にグラフィックターミナルをおき完全にオ ンラインシステムを構築するものである。地

図表示 もオ ンライン状態で行 うため通信コス トがかさむことになろう。端末側での操作はみかけ

上、スタンドアローン型と全 く同じものとなろう。

④ データサービス方式によるケース

データのネ ットサービスを行っている方式と同 じ考えであるが、地図DBに ついては、各端末に

持たせる方法である。

これは、地図DBに っいては更新の頻度が少なく常に最新の状態にする必要性も少ないと考えら

れるため、地図の表示は各端末のハー ドディスクから地図DBを 取り出 し、通常のDBは センター

より通信にて受け取ろうとするものである。

分析処理プログラムは端末側にファイルされているため、一度、必要なデータをセンターより

受信 しておけば、センターとは切 り離 した状態で分析処理が可能となる利点があろう。

3.光 ディスクの利用

現在の技術では光ディスクの利用は追記式(書 き換えができない)が 主流であり、また、イメー

ジデータの記録がほとんどである。

この利用にあたってはどの業務(処 理)に 使えるかを充分に検討する必要があろう。

① 図面、写真、文書等をイメージスキャナーで読み取 り光ディスクに保存する。

② 光ディスクに保存されている図面等をディスプレー上に表示し、また、ハー ドコピーをとる。

③ イメージデータはある制限内での編集が可能である。(拡大、縮小、回転などを行うと歪みが

でたり、精度が落ちたりす る)

④ 図面等の単純な検索には適 している。

以上のことから、単純 に図面の検索には有効であると考えられる。

4.デ ータ整備の体制づ くり

地理情報システム、画像情報 システムについてはデータ入手にそれほど多額の費用を要 しないが、

街区マップシステムの場合1市 でも数千万円オーダーの費用を要する。よって、本システムのデータ

整備にっいては1ユ ーザだけでな く、官民共同で費用の負担を行いシステム利用を行なっていけるよ

うな運用方法を検討する必要がある。
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5.ま とめ

地域開発を支援するための情報システムは、企業立地 ・リゾー ト開発 ・基盤整備等の開発の分野毎

に多種多様なデータを必要 とし、個々のユーザーのニーズを一様に満足する情報 システムは、ハー ド

ウェア・ソフ トウェア共に膨大な資源を用意 しなければならない。このため、3年 にわたる調査研究を

通 じて構築 したパイロットシステムは、上記のような広汎なニーズに対応することは不可能であるが、

各分野に共通する基礎的な部分についての要求は満足 しており、地域開発を支援することが可能なシ

ステムと言えよう。

今後おのおのの分野で本 システムを展開する場合には、パイロットシステムで省略したネッ トワー

ク機能等についての開発を行い、さらにそれぞれのニーズや目的に応 じたカスタマイズを加えること

により部分的な機能の強化を図 ったシステムが、実用性、並びにコス トの点で優れていると考えられ

る。

これらのシステムが実用化され、地域開発の強力な支援ツールとして活用されることを期待する。
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